
（
表
紙
）
タ
テ
三
四
・
五
ヨ
コ
一
二
・
五

（
１
丁
オ
）

覚

御
宿
取
た
れ
駕
篭
二
而

一
御
本
陣
附
宮
野
善
蔵
様

正
五
ッ
時
御
着

一
御
本
陣
前
水
桶
弐
對

（
５
）
測
量
方
御
用
日
記

伊
能
忠
敬
の
丹
波
測
量
（
三
．
完
）

Ｉ
多
紀
郡
大
山
宮
村
園
田
家
文
書
に
よ
る
紹
介
Ｉ

一
さ
し

一
さ
し

一
さ
し

一
さ
し

一
さ
し

一
さ
し

一
さ
し

一
さ
し

一
さ
し

一
さ
し

一
さ
し

（
１
丁
ウ
）

一
さ
し

五
ッ
時
過

一
御
本
陣
附

七一一一一一一一一一一一

馬
（
行
李
）

こ
ほ
り
弐
ッ

さ
し
壱
荷

二 一 一 へ一一一一一一

別
本
附

五
つ
半
頃
着
門
谷
様

一
さ
し

四
ッ

さ
し
一

さ
し
一

さ
し
一

さ
し
一

さ
し
一

さ
し
一

さ
し
一

さ
し
一

〆
内
箱
壱
ッ
負
二
候
得
共
十
五
貫
匁
も
在
候
ヘ

ハ
さ
し
二
願
上
事

弐
ッ
（
線
）
形
様

木
村
修
二

藪
田
貫

四
五



内
三
シ
三
人
持

一
間門
谷
様
別
本
陣

一
間
御
家
来

（
２
丁
オ
）
一
間
久
保
木
佐
助
様

一
次
間

一
御
本
陣
附

上
伊
能
様

隠
居

一
別
間

右
荷
物
ノ
内

御
本
陣四

ッ

》
」
、
‐
し

小
子
ノ
間久
保
木
佐
右
衛
門
様

〈
蠅
柵
繩啓

木
佐
右
衛

清
兵
衛
様 啓

宮
野善
蔵
様（マ
マ
）

嘉
平
二
様

三
人
持 蔵

一

間

（
２
丁
ウ
）

本
陣隠
居
ノ
間
さ
し
弐
ッ

こ
ほ
り
壱
保
木
啓
蔵
様

こ
ほ
り
刀
箱

尾
形
様

こ
ほ
り
御
同
人
様

こ
ほ
り
壱

笹
山
奉
行

栢
原
合
送
り
込

追
入
迄
人
足
百
三
拾
人

又
六
人

御
本
陣
附

長
持
壱
九
人
持

同
断長

持
壱
六
人
持

外
二
壱
人
弁
当
持

別
本
陣三

ツ

三
人
持

西
田
専
助

羽
室
兵
助

畑
仲
助

四
ッ
頃
又
左
衛
門
へ
御
着

直
二
坂
へ
御
出
迎
御
先
沸
弐
人

跡
押
壱
人

（
３
丁
オ
）

一
九
シ
前
頃
御
着

一

一
御
門
前
幕
弐
は
り

一
御
乗
物
六
枚

一
御
箱
弐
人

壱
荷

万
屋

高
張
弐
本
シ
蕊

か
さ
り
手
桶
壱
對
シ
国

別
間
前
同
断

本
陣
栫
覚

も
り
砂

四
六



（
３
丁
ウ
）

一
立
■
■
■
人

一
一
一

一
し
や
う
き
五
ッ

一
竹
馬
壱
荷

一
水
箱
壱
ッ

一
畠

三
日
昼
追
入

（
マ
マ
）

一
製
札
迄
測
量
、
差
二
梵
天
立

一
追
入
坂
ハ
時
刻
過
候
二
付
、
御
昼
後
被
成
、
右

相
済
御
引
取

一
御
壱
人先
へ
測
量
二
御
出

一
杭
打
人
足

一
別
御
本
陣

右
同
断

壱
人
三
四
分
入
事

（
１
丁
乾
箱

一
ぎ
や
く
臺
三
ッ

一一 一

一
ぎ
や
く
臺
五
シ

内
長
キ
方
梵
天
付

ミ
し
か
き
方
御
箱
付

梵
天
杭
打

一
綱
引

一
御
本
陣
へ
昼
飯
御
一
緒
二
成

き
じ
や
く
立
場
也

坂
下
立
石
合
●

東
二
而
ひ
し
や
門
●

栢
原
先
挑
庄
屋
弐
人

峠
合
壱
ま
り
下
造

さ
い
り
や
う
人
付
来
ル

梵
天
竹
四
ツ
ノ
、

直
道
壱
丁
二
三
本

十
人
壱
人

手
替
り弐
人

拾
人

一
ハ

五
人

本
役
迪

（
４
丁
ウ
）

役
迪

人
留
二
遣
ス
昼
ハ
兵
右
衛
門

一
人
足
四
人

余
り
人
足
坂
道
分
へ

用
意
之
内

一
追
入
問
屋

一
両
か
け
壱
荷

駕
篭
御
役
人

中
の
や
門
二
而

清
五
郎
門
二
而

本
間
軽
尻
人
足

別
帯
有

§
営
営

此
所
へ
写
取

人
見
只
右
衛
門
様

御
昼
御
本
陣
御
一
緒

三
人
小
堀
様
合
出
役

御
手
代帳

上
ル ●●

四
七



本
馬
三

（
５
才
オ
）軽
尻
弐

人
足
壱

国
料
へ
壱
り
半

笹
山
御
城
下
へ
三
り

本
馬
壱
疋
三
匁
三
分

軽
尻
弐
匁
弐
分

人
足
壱
分
九
り
〆

立
場
北
ノ
新
村
へ
一
り

宮
田
村
へ
一
り
半

古
市
宿
へ
三
り
半

本
馬
三
分
八
り
〆

｜
才
オ
）軽
尻
弐
匁
五
分
七
り

人
足
壱
匁
九
分
こ
り
五
も

本
馬
壱
匁
六
分
〆

軽
尻
壱
匁
一
分

人
足
八
分
弐
り
五
も

柏
原
へ
弐
り

本
馬
弐
匁
弐
分

軽
尻
壱
匁
四
分
六
り
八
も

人
足
壱
匁
一
分

右
之
通
御
定
之
賃
銭
相
違
無
御
座
候
、
以
上

追
入
宿問
屋

京
大
坂
街
道

追
入
宿

（
５
丁
ウ
）

九
ッ
時
少
し
過

直
様
御
立
、
追
入
坂
へ
御
出
被
成
候

（
マ
マ
）

伊
野
勘
解
由
様

御
本
陣
二
御
留
り

跡
御
人
数
不
残
御
出
被
成
候

上
書
ハ

御
定
人
馬
賃
銭
書
付

人
足
八
シ
頃
合
引

内
残
分
上
村
三
人

一

一

一

日外
二
宮
村
人
足
四
人

宮
村
三
人

一一一一一一

万弥定駒市与
助三七平郎兵
郎 兵衛

衛

△ △

京
大
坂
街
道

追
入
宿

源
蔵
又
左
衛
門

（
６
丁
オ
）

四
日
朝
セ
ツ
揃

四
人
新
村
合
出
ル

小
堀
御
役
人
送
り

人
留
三
人
共
置

此
名
前

三
日
セ
ツ
半
合
明
六
ッ
造
夜
番
也

人
足
弐
人
追
入
村

腱
五
審
番
磯
二
郎

〈
与
七

〈
柵
達
郎
△

追
入
弐
人

〆
り
ひ
人
足
引

一
甦
耐

別
用
三
右
衛
門
二
置

文徳小
左右兵
衛衛衛
門門

一一一

佐勘磯惣
兵左八八
衛衛
門

△ 四
八

△



（
６
丁
ウ
）

吉
野
屋
二
而

昼
飯
認
覚

一
○
池
田
様
丁
善

長
政
下
久

上
又
新
武

〆
九
人

東
河
地
発
壱
人

○
〆
五五

薗
田
上
与
新
武

肝
煎
四
人

○ ○
夕
飯
覚

丹
多
紀
八
社
御
尋
之
事

右
二
付
四
日
朝
神
田
様
へ
御
参
詣
、
社
坊
案
内

〆
九
人 池

田
下
五

人

宮
村
上
村
下
村

下
久
一
平外

二
壱
村
ぎ
ん
ミ

一
平

上
与
五
郎
七丁徳

善柴

（
７
丁
オ
）

三
日
夜
（
マ
マ
）

錫
天
義
場
（
マ
マ
）

一
場
虚
御
本
陣
喜
蔵
浦
酒
蔵
之
東
御
建
被
成
候
、

三
日
夜
六
シ
合
五
シ
過
迄
壱
時
余
御
掛
り
被
成
候
、

御
座
敷
不
残
御
出
被
成
候
、
皆
曽
詰
居
候
者
拝
見

仕
候
、
尤
幕
な
し
、
莚
か
こ
い
二
て
敷
も
の
う
す

へ
り
也

（
７
丁
ウ
）

二
月
四
日
朝
遣
ス

味
間
へ
遣
し
候
分

道
具

一
刀
か
け
五
ッ

一
木
地
三
方

四
日
夜（
マ
マ
）

錫
天
義
場

一
新
田
本
陣
武
兵
衛
裏
二
而
、
木
屋
馬
屋
ノ
前
通
者
、

笹
山
表
拝
借
之
幕
ヲ
張
廻
し
申
候

其
餘
者
追
入
同
断
也

一
も
う
せ
ん

壱一

（
８
丁
オ
）

弐
人

但
し
新
田
持
場
合
合
也

○
三
日
夜

一
料
理
人
七
人

一
味
間
行
道
具
持

四
日
追
か
餌
り

一
余
慶
人
足
五
人

一
せ
ん
・
わ
ん
七
人
前

〆

追
か
国
り
追
入
村
合
出
ル

此
人
足
弐
人
二
て

味
間
へ
遣
し
又
村
帰
ル
△

一
下
駄
・
傘

○
三
日
夜
泊

新
田
へ

御
本
陣
泊

追
入
村

追
入
村

六
人
前

△

四
九



（
８
丁
ウ
）

一
木
之
部
村
四
十
五

追
入
合
新
田
着
引

四
十
五

一
四
日
朝
認

一

追
入
朝
六
ッ
半
御
立

五
ッ
上
刻
神
田
へ
御
参
詣

一
神
田
様
へ
御
参
詣

下
五
下
久
東
河
地
上
下
弐
人

○
上
村
弐
人
徳
柴
一
印
平

丁
善
上
村
供

大
野
村
八
人
今
橋
村

矢
代
村
五
人
西
濱
谷

東
濱
谷
四
人
西
岡
屋

東
岡
屋
八
人
野
尻

〆
四
十
五
人

追
入
村
合
新
田
着
二
而
引

壱
人笹
山
行

さ
か
な
や

拾
人

人

上
村
千
蔵

吉
野
屋

△

三
人

四
人
七
人
六
人

一
御
奉
行
送
り
三
人

新
田
迄
二
而
引

一
壱
人
上
村
庄
太
夫
△

新
田
造
二
而
引

八
郎
兵
衛

下
村
橋
二
而

同
文
左
衛
門
引

曽
§
昔
皆
曽
曽

掃
も
ち
壱
人
追
入
村
△

橋
二
而
引

新
村
太
七

下
村
橋
二
而
引
△

上
村
出

下
村
五
郎
七
二
而
昼
認

○
柴
太
夫
祐
左
衛
門

善
左
衛
門
与
七

五
郎
七

社
坊
御
案
内利

兵
衛

宇
八
宇
兵
衛

△

（
９
丁
オ
）

（
９
丁
ウ
）

四
日
惣
人
足
之
内

一
○
味
間
新
村
庄
屋
宅
二
而

一
小
堀
御
役
人
人
見
只
右
衛
門
様

追
入
合
御
駕
篭
之
所
被
御
断
、
尤
当
時
青
山
様
御

役
柄
二
候
ヘ
ハ
、
御
届
ケ
も
不
申
上
是
迫
来
り
、

ケ
様
二
駕
篭
ホ
申
付
候
義
気
侭
之
取
斗
恐
候
、
御

沙
汰
も
候
ハ
、
、
宜
御
取
成
候
様
被
仰
聞
候

一

■
郡尤 新
中測 田人
是量 ろ、留
台、方 引
無台、
用御
之断
由二
用付
掛引下同上
り 村 村
台、 作徳小
配 左右兵
附 衛衛衛
出 門門
ル

△

昼
認
弐
人

〆
五
人

茶
漬 酒

と
も

武
左
衛
門

久
兵
衛

五
○



伊
能
様
御
本
陣
二
御
残
り
被
遊
候

（
、
丁
オ
）

外
供
人
数
様
味
間
へ
御
越

一 一

一
新
田
へ
測
量
様
五
ッ
過
御
着

奥
間
伊
能
様

御
本
陣

追
入
含
味
間
へ
大
沢
迄

長
安
寺
村

新
村
徳
永
村

丁
ノ
田
村

下
村
石
住
村

一
印
谷
村

宮
村
上
村

追
入
北
ノ
村

〆

武
兵
衛

通
り
人
足

弐
人

四
人

弐
人
弐
人
六
人
壱
人

三
人
七
人
三
人

三
人
六
人

△

御
本
陣

隠
居
之
間尾
形
様

保
木
様

小
堀
御
役
人
人
見
様
次
御
家
来
衆
壱
人

（
加
丁
ウ
）

追
入
又
左
衛
門
二
而

一
三
日
今
四
日
朝
飯
造
祐
左
衛
門

別
本
陣
忠
左
衛
門

奥
一
門
谷
清
次
郎
様

次
ノ
間
御
家
来
壱
人

御
座
敷
久
保
木
佐
助
様

御
家
来

一
別
間

御
次
宮
野
善
室
）
様

久
保
木
佐
右
衛
門
様

加
藤
嘉
平
室
）
様

外
二
家
来
清
兵
衛
様

一
御
郡
様
宿
宮
村
平
兵
衛

（
ｎ
丁
オ
）■
■

奥
沢
井
又
助
様

次
郷
組
三
好
五
右
衛
門
殿

一

一
庄
屋
宿
井
人
足
宿

一

御
用
懸
り
宿

用
懸
り
人

明
山
氏

九
右
衛
門

郷
組
衆
宿
又
左
衛
門

西
田
専
助
殿

畑
仲
助
殿

羽
室
兵
助
殿

御
先
携
弐
人
跡
壱
人

ハ
ッ
フ
イ
ニ
而

三
飯
酒
壱
度

塩
屋
利
八

よ
し
の
や
利
左
衛
門
也

五
一



（
ｎ
丁
ウ
）

一
新
田
御
用
懸
り
宿

一
庄
屋
宿

四
日
昼
合
五
日
昼
柄
造

一
御
郡
様
宿

徳
永
傳
左
衛
門

旦
那
様
郷
組
様

徳
永

御
餐
懸
方
傳
左
衛
門

四
ノ
間
御
供
人
弐
人

宮
村
平
兵
衛

外
役
人
上
ル

新
田
二
而

天
も
ん
場
之
栫
へ

取
人
足
分
上
村
駒
平
市
郎
兵
衛

与
兵
衛

御
餐
懸
方

但
馬
屋
治
八

ま
つ
や
利
兵
衛

△

（
胆
丁
オ
）

大
沢
組

五
日
梵
天
持
へ
引
分
、
尤
是
ハ
宮
田
組
人
足
ハ
勝

手
も
不
知
事
故
、
用
懸
り
方
今
御
頼
二
付
、
則
是

迪
之
梵
天
竹
之
人
足
拾
人
笹
山
御
泊
造
遣
し
申
候
、

少
し
暮
二
及
ひ
帰
り
申
候

上
村
駒
平
一
捕
鮴
鮒
衛
△

〆
三
人

新
村
作
兵
衛

一
》
》
鯏
門

一
印
谷
村

〆
三
人

是
ハ
セ
ッ
時
含
前
二
か
霞
り
申
候
、
御

斗
も
の

外
へ
北
野
村

外
村〆

（
マ
マ
）

文
平
型

△

四
日

一
三
人

二
月
三
日
追
掛
り
石
住
△

一
壱
人
弁
当
持

日

石
住

外
二
傳
兵
衛
右
弁
当
持

〆
十
一
人
△

四
日
人
足
追
か
国
り
分

宮
村
五
人

△

北
ノ
村
五
人

四
日
分
足
追
か
鑓
り
十
七
人

廓
泌
△

新
田

〆
弐
人

〆
拾
人内

弐
人
壱
人

〆
四
人石丁

住ノ
村田
村

△

五
一

一



四
日

上
村義
八
△

一
弐
人組
内
庄
屋
小
遣
夜
二
入
迄
勤
ル

（
廻
丁
ウ
）
二
月
三
日
四
日
こ
シ

一
弐
人

上
村
専
蔵

与
七
柴
太
夫
△

小
遣

小
遣

是
二
日
共
夜
二
入
遣
ひ
申
候
、
御
心
得
可
申

四
日
昼

一
肝
煎

一
同
断

三
日
晩
四
日
朝

’
御
供

候

新
田

弐
人
認
御
本
陣

新
田

三
人
認
別
本
陣

上
村
久
太
夫

一
印
孫
左
衛
門

宮
村
利
兵
衛

下
村
惣
兵
衛

丁
田
安
右
衛
門

追
入

（
昭
丁
オ
）

四
日

一
壱
飯

肝
六煎
飯認

三
日
夜
晩
飯
四
日
朝
追
入

一
同
断
御
本
陣

六
飯
下
村
惣
兵
衛

酒
有
丁
田
安
右
衛
門

宮
村
利
兵
衛

三
日
昼

一
同
断弐
飯

一
■

一
同
断
§
§

一
同
断
§
§

追
入升
屋

宮
村
利
兵
衛

上
村
久
太
夫 吉

野
屋

上
村
久
太
夫

一
印
孫
左
衛
門

新
田御
本
陣

五
日
分

一
人
足
三
人

小
堀
様
共
笹
山
迄

但
し
賃
傳
馬

四
日
夜

一
新
田
梵
天
竹

燭
そ
く
代

－
－
草
畦
三
足

五
日
分

一
梵
天
持
弁
当
持

四
日

一
笹
山
御
用
向
馬
弐
疋

出
申
渡
之
虚
、
俄
二
無
用
二
被
成

笹
山
町
御
用
懸
り
来
り
候
合

又
左
衛
門
認弐
飯

外
人壱
人

同
断

同
断

同
断

石
住
村

△

再
一

一

一 Ｉ

Ｌ

１

！



（
廻
丁
ウ
）

御
宿
合
書
付
上
ル
覚
書
ひ
か
へ

覚
半
之
帳

一
木
銭
百
四
文
上
弐
人
分

一
木
銭
弐
百
文
下
八
人
分

一
白
七
升
五
合

上
下
十
人
分

代
五
百
五
十
一
文

〆
丁
八
百
四
十
四
文

右
ハ
ニ
月
三
日
昼
合
四
日
朝
造
御
泊
御
賄
代
慥
受

取
奉
申
上
候
、
以
上

御
本
陣

戌
二
月
三
日

喜
兵
衛

代
五
兵
衛

申
候
本
陣
今
夜
深
候
事
故
あ
ん
と
う
害
附
い
た
し
出
し

新
田

〈
椒
州
剛

人
足
宿
杉
右
衛
門

〆
八
十
人

本
陣
今
夜
深
候
事
故
あ
ん
と
う
出
し
候
事

同
喜
兵
衛
古
佐
組

〆
五
十
五
人

外
二
大
山
組
十
一
人

（
皿
丁
オ
）

一
白
米
壱
升

代
七
十
弐
文

一
銀
壱
匁
代
丁
百
三
文

一

右
之
通
二
御
座
候
、
以
上

戌
二
月
四
日

丹
波
多
紀
郡

大
山
下
村
枝
郷

北
野
新
村

庄
屋
武
兵
衛

四
日
但
馬
屋
治
八
泊
り

○
太
助
井
供
一
平

〆
三
人

ま
し
帳

同
書
上
ひ
か
へ

覚

金
壱
両
但
相
場
六
十
四
匁
四
分

代
丁
六
貫
六
百
三
十
三
文

右
新
田
共
両
本
陣
如
此
也

昼
飯

（
皿
丁
ウ
）

四
日
傳
左
衛
門
二
而

夕
薗
太
夕
飯
壱

上
下

池
田
夕
飯

○追
入源
蔵
夕
飯

茶
漬
柴
太
夫
祐
左
衛
門

新
田
御
本
陣
二
而

○
五
郎
七

丁
善

四
日
夕
飯

肝
煎
衆
九
飯

上
与
柴
太
夫
平
右
衛
門

五
郎
七
武
左
衛
門
平
兵
衛

丁
善
祐
左
衛
門

但
庄
屋
供
上
村
義
八

与
七
供

一
」
つ

柴
太
夫
千
蔵

〆
十
人酒

あ
り

四
日
夜
夕
飯

夜
食
五
日
朝
飯

五
四



（
那
丁
雛
呂
桶
棒
弐
本

○
但
追
入
合
出
ル
、
尤
新
田
合
又
笹
山
へ
行
戻
り

御
本
陣
之
書
上
ハ
何
分
難
分
、
是
ハ
両
所
共
両
本

陣
合
書
附
御
し
ら
へ
被
申
候

別
本
陣
右
同
断
内
夜
食
ぬ
け

肝
煎
下
村
惣
兵
衛

丁
田
安
右
衛
門

四
飯
酒
あ
り

五
日
朝
惣
人
足
之
内

古
佐
組
壱
人

大
沢
組
七
人

板
井
組
四
人

〆
十
弐
人
余
り
申
候

候
哉
吟
味
之
事

三
人
酒
あ
り

宮
村
利
兵
衛

上
村
久
太
夫

一
印
孫
左
衛
門

追
入
・
新
田
本
陣
料
理
人
、
味
噌
・
醤
油
ハ
持
参

二
候
へ
共
、
酒
・
し
ほ
杯
と
申
、
追
冒
二
余
程
酒

は
か
ら
す
遣
被
申
候
、
ア
マ
リ
気
侭
成
事
ト
惣
評

也
（
喝
丁
匙
ハ
御
用
懸
り
衆
へ
も
御
申
可
相
成
可
然
か

其
跡
ハ
五
郎
七
は
残
り

御
帰
り
五
郎
七
下
二
而
出
迎

与
七
柴
太
夫

祐
左
衛
門

五
郎
七

善
左
衛
門

五
郎
七

〆

一
新
田
武
兵
衛
・
忠
左
衛
門
二
而
役
人
衆
様
御
間

四
日
八
シ
過
比
、
味
問
従
大
沢
迄
測
量
相
済
、
御

帰
被
成
候

尤
伊
能
様
ハ
本
陣
武
兵
衛
へ
御
残
り

同
長
安
寺
武
左
衛
門

下
村
久
兵
衛
味
間
へ
行

1

取

（
蝿
丁
オ
）御
名
前
奥
二
有

（
蝿
丁
ウ
）

五
日御
奉
行
送
り
人
足

五
日
朝
飯

一
同
人
宅

一

○
但
馬
屋
治
八
二
而
庄
屋
夜
食

下
村
五
郎
七

○
追
入
又
左
衛
門

宮
村
平
兵
衛

追
入
源
蔵

〆
四
人
酒
あ
り

外
二
ら
う
そ
く
壱
本

尤
泊
り
ハ
八
人

○
五
郎
七

源
蔵

〆
六
人

柴
太
夫

祐
左
衛
門

又
左
衛
門

平
兵
衛

五
五



（
Ⅳ
丁
オ
）

沢
井
様
合

五
日

一
朝
六
シ
半
時
新
田
御
本
陣
御
發
足

一
御
奉
行
様
昼
か
ら
傳
左
衛
門
合
御
出
駕
二
御
座

候
、
木
之
部
境
迄
役
人
御
見
送
申
候
事

五
日 右
之
人
数
鎌
か
森
迄
御
見
送
二
被
成
候

新
村
合
三
人

△

一
印
谷
村
合
三
人

大
庄
屋
・
庄
屋

園
田
又
左
衛
門

平
兵
衛

祐
左
衛
門

又
右
衛
門

柴
太
夫

善
左
衛
門

武
左
衛
門

与
七

五
郎
七

（
Ⅳ
丁
ウ
）

右
荒
増
二
写
し
申
候
、
余
者
洩
候
事
も
数
多
可
有

御
座
候
へ
共
、
追
ミ
ニ
御
聞
取
可
被
成
下
候

一
馬
六
疋

一

笹
山
御
借
も
の
ハ
別
昏
御
返
書
も
御
座
候
事
故
、

紙
奉
書
長
サ
六
寸
五
分
斗

横
弐
寸
八
分
斗
二
て

測
量
御
役
人
様
へ
上
ケ
申
候
御
手
札
之
扣

髪
造
二
失
念
い
た
し
申
候
、
本
陣
二
ひ
か
へ
御

座
候
、
御
う
つ
し
可
被
成
下
候

半
之
帳
也

害
上
ケ
覚

人
足
八
人
但
人
足
替
り

青
山
下
野
守
内

郡
奉
行
沢
井
又
助

徳
永
先
迪
御
送
り
申
、
無
滞
御
帰
館
被
遊
候
也

（
略
丁
オ
）

口
洵
［
口

与
七
柴
太
夫

当
所大
庄
屋
様

先
達
而
割
触
候
測
量
方
御
傳
馬
人
足
、
其
所
含
へ

相
揃
候
内
、
余
り
人
足
追
戻
し
候
組
も
有
之
、
又

ハ
出
不
足
之
組
も
有
之
二
付
、
私
共
方
二
書
留
も

有
之
候
へ
共
、
後
而
間
違
候
而
者
勘
定
六
ケ
敷
候

二
付
、
為
念
引
合
セ
申
度
候
間
、
御
組
§
出
人
足

井
飯
持
人
足
共
、
左
之
組
名
下
二
御
書
記
し
御
順

達
留
り

御
郡
方
御
奉
行
様
、
徳
永
傳
左
衛
門
合
御
出
立
、

尤

大
庄
屋

此
帳
面
ニ
印
し
不
申
候
、

（
虫
損
）

ひ
か
へ
置
□
、

可
然
申
付
候
者
也

二
月
五
日
九
ッ
時

小
庄
屋

五
六

い
つ
れ
是
ハ
御
本
陣
へ



御 苧
奥本 主
伊ノ陳
能間
勘 覚
解
由
様

（
略
丁
ウ
）

組
合
河
合
氏
へ
御
戻
し
可
被
成
候
、
以
上

測
量
方

二
月
十
四
日

御
用
掛

組
萱

御
割
触
之
通
り

三
日
廿
一
人

大
山
組
外
二
弐
人
飯
持

四
日
四
十
一
人

外
二
三
人
飯
持

五
日
十
人

外
二
壱
人
飯
持

〆

右
之
外
二
増
人
足
も
御
座
候
得
と
も
、
難
相
分

御
座
候
故
、
札
畷
吟
味
仕
、
廿
三
日
寄
合
之
節，〉

可
申
上
候

右
之
通
相
認
二
月
十
七
日
頃
池
田
氏
へ
遣
候

（
こ
の
間
６
丁
白
紙
）

｜

御
刀 次
持 御ノ
ーーー先間
加宮宿
藤部取
嘉善
平蔵

二亨様
様

別
本
陣

御
日
記
方
門
谷
清
次
郎
様
上
下

御
家
来

次
ノ
間

梵
天
方
縄
取
久
保
木
佐
助
様

さ
い
り
や
う
久
保
木
佐
右
衛
門
様

御
家
来
様

別
ノ
間

別
ノ
間尾
形
鎌
次
郎
様

測
量
方保
木
啓
蔵
様

外
二
小
堀
様
御
家
来

人
見
只
右
衛
門
様
上
下

一一一25
丁

白同木之
七 銭
升弐百
五百四
合文文

木銭百文四

（
表
紙
な
し
）
タ
テ
一
二
・
四
ヨ
コ
三
四
・
四

（
１
丁
オ
）

一
有
高
二
千
五
百
五
石
大
山
組

一一一一一一一一一

上
弐
人
分

同
弐
百
文
下
八
人
分

白
七
升
五
合

上
下
十
人
分

代
五
百
四
十
四
文

〆
丁
銭
八
百
四
十
八
文

（
Ⅲ
）
測
量
方
御
用
掛
廻
文

惣
高
五
万
七
千
九
百
四
十
石

四
斗
六
升
九
合
七
勺

町
間
之
事

弐
拾
壱
丁
廿
四
間
町
分

七
丁
四
拾
七
問
町
合

八
丁
四
拾
壱
間
東
岡
屋
村
合

（
マ
マ
）

九
町
西
岡
谷
村
合

六
丁
川
北
村
合

五
丁
五
十
八
間
大
野
村
合

七
丁
拾
三
間
西
谷
村
合

七
丁
宮
田
村
合

（
以
下
余
白
）

五
七



（
１
丁
ウ
）
（
記
載
な
し
）

（
２
丁
ォ
）
廻
文

測
量
御
役
人
様
御
休
泊
二
付
、
諸
入
用
当
所

（
マ
マ
）

御
上
様
合
被
下
置
候
分
、
御
取
調
ら
へ
之
上
御

書
出
し
可
被
成
候
、
尤
先
年
御
勘
定
御
役
人
様
八

上
新
村
二
而
御
泊
り
、
其
後
測
量
御
役
人
様
立
杭

村
二
而
御
昼
有
之
候
節
之
書
上
ケ
弐
冊
相
廻
し
候

間
、
此
ふ
り
合
ヲ
以
御
認
メ
可
被
成
候
、
尤
取
斗

趣
意
違
候
儀
も
有
之
二
付
、
左
二
豫
害
記
、
御
心

得
之
た
め
相
廻
し
候

一
右
立
杭
村
書
上
之
扣
二
、
道
掃
除
帳
面
上
ケ
、
井

二
帳
面
手
傳
人
足
等
害
上
有
之
候
へ
共
、
此
度
者

是
等
之
儀
者
御
止
メ
可
被
成
候

一
樋
嬢
作
人
足
ハ
、
御
郡
中
一
緒
二
害
上
ケ
候
間
、

所
ミ
ニ
而
御
害
上
ケ
ニ
不
及
候

（
２
丁
ウ
）

一
測
量
御
役
人
様
御
扶
持
米
壱
舛
五
合
宛
、
其
外
買

七一一一

十
七
丁
五
十
三
間

拾
壱
丁

拾
四
町

拾
弐
丁
四
拾
八
間

金追同大木
坂入上山部
迪村村中村
6、 6，村合

右、

’

物
代
不
残
可
書
出
ス
事

但料
理
物
ハ
引
請
入
谷
書
出
き
せ
可
申
間
、
村
ミ

ニ
而
害
出
ス
ニ
不
及
心
得
候

一
都
而
働
人
井
世
話
人
役
米
弐
舛
宛
可
書
出
事

一
右
同
断
扶
持
米
壱
飯
壱
舛
宛
可
害
出
事

一
脇
亭
主
・
料
理
人
に
扶
持
米
、
是
又
壱
舛
ッ
、
可

害
出
ス
事

但
料
理
人
手
間
代
ハ
引
請
之
者
合
可
害
出
ス
候
間
、

村
営
よ
り
書
出
し
二
不
及
候

一
御
地
頭
御
役
人
様
御
出
張
・
御
先
佛
・
道
御
見
分

と
も
、
壱
飯
壱
舛
宛
之
扶
持
ノ
内
、
常
例
被
下
候

御
扶
持
米
五
合
引
之
残
米
可
書
出
候
事

一
右
菜
代
是
又
御
壱
人
分
壱
分
五
厘
宛
可
害
出
候
事
、

（
３
丁
オ
）

一
御
用
掛
り
上
下
四
人
之
扶
持
米
壱
舛
宛
井
二
菜
代

壱
分
五
り
可
書
出
ス
事

一
郡
御
奉
行
様
人
足
五
人
御
往
来
共
、
壱
里
二
付
五

分
五
り
之
割
ヲ
以
出
人
足
之
所
合
可
害
出
ス
事

一
御
休
泊
所
遠
見
人
足
之
類
可
書
出
ス
事

一
別
御
本
陣
井
下
宿
仕
出
し
無
之
分
ハ
、
座
敷
賃
少

曽
見
合
害
出
し
可
然
事

一
御
休
泊
所
借
物
損
賃
可
書
出
ス
事

一
人
足
引
纏
庄
屋
井
人
足
之
者
揃
所
茶
代
、
薪
・
油

五
八

代
見
合
、
可
書
出
ス
事

一
惣
入
用
之
辻
二
而
御
沸
米
代
木
銭
共
引
去
り
候
事
、

（
３
丁
ウ
）

一
御
休
泊
用
諸
道
具
運
送
人
足
井
料
理
物
持
送
り
人

足
其
所
§
よ
り
書
上
ケ
可
然
事

但割
触
候
人
足
之
内
ヲ
以
、
右
荷
物
運
送
之
所
も

有
之
候
、
是
等
ハ
其
所
へ
割
触
候
人
足
ヲ
御
減

シ
被
成
、
運
送
人
足
卜
御
書
出
し
可
被
成
候

一
非
常
手
当
人
足
隣
村
二
而
拾
人
宛
其
所
営
合
賃
米

害
上
可
然
事

但此
賃
米
壱
人
五
合
シ
笛
二
而
可
然
哉
、
尤
御
泊

り
所
斗
二
而
候

一
御
泊
り
所
二
而
人
足
五
六
人
宛
、
御
荷
物
請
取
井

夜
分
番
役
之
日
役
米
書
出
可
然
事

但
し
壱
人
弐
舛
宛
可
然
哉

（
４
丁
オ
）

右
之
御
心
得
ヲ
以
帳
面
御
認
メ
可
被
成
候
、
尤
下

帳
之
侭
二
而
、
来
ル
廿
三
日
會
談
所
へ
御
持
御
持

参
可
被
成
、
御
互
二
帳
面
引
合
御
添
消
之
上
、
清

帳
二
而
御
差
上
可
然
存
候
、
以
上

戌
二
月
十
四
日
測
量
方



（
一
）口
米
五
斗
壱
升

（
１
丁
オ
）

（
表
紙
）
タ
テ
二
五
・
○
ヨ
コ
一
七
・
○

測
量
御
役
人
様
御
休
泊
諸
入
用
書
上
帳

（
マ
マ
）

清
大
山
組

（
Ⅲ
）
測
量
役
人
休
泊
諸
入
用
書
上
帳

Ｉ
Ｉ

覚 文
化
拾
壱
年

戌
三
月

天
文
方
伊
能
勘
解
由
様
上
下

門
谷
清
次
郎
様
上
下

尾
形
鎌
次
郎
様

保
木
敬
蔵
様

久
保
木
佐
右
衛
門
様

久
保
木
佐
助
様

御
用
掛
り（以
下
余
白
）

追
入
村

北
野
新
村

追
入
村

但
し
御
壱
飯
二
付
壱
升
五
合
シ
園

（
１
丁
ウ
）

（
一
）口
米
七
升
五
合
御
郡
奉
行
様
、
二
月
三
日
御

昼
合
四
日
朝
迄
上
下
五
人
様

宮
村
御
泊
り
、
飯
数
合
十
五

飯
之
内
、
七
升
五
合
御
夫
持

被
下
引
残

但
し
御
壱
飯
二
付
壱
升
シ
魁
之
内
御
夫
持
引
残

如
此

（
一
）口
同
弐
匁
四
分
六
厘

（
一
）口
銀
弐
匁
弐
分
五
厘
右
御
人
数
様
御
茶
代

但
し
御
壱
飯
二
付
壱
分
五
厘
シ
鼠

御拾
昼四
認飯
斗 、
り但
也し

宮
野
善
蔵
様（マ
マ
）

加
藤
嘉
平
二
様

小
堀
様
御
内

人
見
唯
右
衛
門
様
上
下

〆
拾
弐
人
様

戌
二
月
三
日
御
昼
合
御
泊
り
、
夕
朝
共
飯
数
三

拾
四
飯
、
但
し
小
堀
様
御
内
人
見
様
御
家
来
ハ

郷
御
組
西
田
専
助
殿
二
月
朔

日
国
領
峠
御
立
會
入
用

（
一
）口
銀
壱
匁
三
分
五
厘

（
２
丁
ウ
）

（
一
）
（
マ
マ
）

口
米
弐
斗
弐
升

（
一
）口
米
四
升
五
合

（
一
）口
銀
三
分

此
訳
五
分
に
き
り
飯
代

〆
壱
匁
九
分
六
厘
薪
代

（
２
丁
オ
）

（
一
）口
米
壱
升
右
同
断
之
節
御
認
弐
飯

御
夫
持
壱
升
被
下
引
残

（
一
）口
米
弐
斗
壱
升

（
一
）口
銀
壱
匁
八
分
右
茶
代

但
し
壱
飯
壱
升
シ
、 御

先
沸
郷
御
組
衆
三
日
御
昼

合
四
日
朝
迄
九
飯
御
認
御
三

人
分
、
御
夫
持
四
升
五
合
被

下
引
残

御
用
掛
弐
人
井
雨
具
持
弐
人

都
合
四
人
二
月
三
日
昼
合
四

日
朝
迄
飯
数
拾
弐
飯
分

料
理
人
七
人
二
月
三
日
昼
合

右
茶
代

右
茶
代

五
九



一
同
壱
石
七
斗
二
升
働
人
足
夜
半
替
り
四
十
三
人

ツ
国

但
し
壱
人
二
付
日
役
米
弐
升
シ
蕊
都
合
八
十
六

人
分

（
３
町
認
六
人
御
荷
物
番

八
人
御
本
陣
料
理
人
手
傳

四
人
別
御
本
陣
料
理
人
手
傳

九
人
御
本
陣
給
仕
人

四
人
別
御
本
陣
給
仕
人

四
人
脇
亭
主
井
世
話
人

三
人
茶
方
人
足

五
人
水
日
役

〆

（
八
）

一
同
壱
石
壱
斗
六
升
諸
人
足
五
拾
口
人

同
但 壱
し 石
壱 弐
飯 斗
占二 九

付 升
壱
舛廿日右
ツ九朝人
蚤飯迄足
三認
飯ニ
ツ月
泌 一

飯日
数昼
合ろ、
百四

四
日
朝
迄
飯
数
合
廿
壱
飯

但
し
壱
飯
壱
升
シ
、

（
一
）口
米
六
斗

但
し
壱
人
二
付
日
役
米
弐
升
シ
園

（
虫
損
）

此
訳
口
人
星
測
場
栫
井
番
共

八
人
御
本
陣
掃
除
人
足

五
人
別
御
本
陣
掃
除
人
足

（
３
丁
ウ
）

壱
人
料
理
人
用
笹
山
へ
使

（
虫
損
）口
人
郷
御
組
衆
夜
廻
り
挑
灯
持

三
人
味
問
迄
荷
物
運

（
行
）

壱
人
味
問
迄
御
手
掛
御
失
念
持
□

三
人
新
田
へ
釣
臺
持

弐
人
札
場
ノ
元
梵
天
番

弐
人
栢
原
へ
掛
合
人
足

六
人
夜
具
持
運
人
足

四
人
遠
見
人
足

四
人
風
呂
方

八
人
笹
山
へ
道
具
取
人
足

四
人
澗
樋
垳
往
来
留
メ
人
足

〆

右
人
足
五
拾
八
人
之
内
梵
天

番
弐
人
井
風
呂
方
四
人
〆
六

人
三
日
夕
飯

壱
飯
シ
蚤
認
六
人
分

一
銀
廿
弐
匁
壱
分
七
厘
村
方
二
而
調
物
代

（
皿
町
諏
三
匁

氷
上
郡
多
利
村
へ
聞
合

状
賃

（
壱
）
（
リ
）

口
匁
五
口
荷
物
か
ら
め
井
星
測
入

用
な
わ
壱
束
五
わ

壱
匁
弐
分
五
り
御
荷
物
直
し
大
工
半
人

代

（
虫
損
）

弐
匁
ろ
う
そ
く
不
足
□

（
４
丁
オ
）

一
同
五
升

一
同
壱
斗
五
升

一
同
壱
斗
五
升

一
同
壱
斗

非
常
手
当
人
足
拾
人

別
御
本
陣
座
敷
賃
井
薪
代
と

も（
マ
マ
）三
月
四
日
朝

右
同
断
茶
・
薪
・
油
代

同
断
二
月
三
日
夕
今
朝
造

§
§
§
§
§
§
§
菅
菅
曽

茶
代
§
§

二
月
三
日

人
足
揃
所
井
引
纏
庄
屋
宿

人
足
宿
二
月
三
日
昼
茶
代

営
昔
§
§
営
営
§
§
§
含

茶
・
薪
代

六
○



－

壱
匁
九
分
五
り
草
履
十
五
足
代

七
分
弐
り
わ
ら
し
九
足
代

五
分
巻
紙
代

壱
匁
五
分
酒
壱
升
五
合

五
匁
七
分
御
本
陣
井
別
御
本
陣
入

用
油
壱
升
五
合
代

四
匁
五
分
右
同
断
炭
三
俵
代

〆

（
５
丁
オ
）
（
壱
）

一
銀
拾
口
匁
六
分
四
厘
柏
原
へ
聞
合
入
用

此
訳
四
匁
五
分
庄
屋
弐
人
井
供
壱
人
〆

三
人
泊
り
賃

六
分
四
厘
ろ
う
そ
く
四
丁

（
弐
）口
匁
供
人
足
賃
壱
人
代

三
匁
小
倉
迄
飛
脚
賃

壱
匁
五
分
小
倉
二
而
認
賃

〆
但
し
柏
原
へ
帳
面
上
ケ
ニ
参
り
小
倉
迄
帰
り
候

処
、
又
候
御
先
触
之
儀
聞
合
二
飛
脚
遣
候
ニ
付

引
返
し
、
柏
原
二
て
泊
り
候
ゆ
へ
如
此

一
同
六
匁
三
分
弐
厘
正
月
舟
日
夜
国
領
聞
合
入
用

此
訳
壱
匁
五
分
供
人
足
壱
人
代

（
５
丁
ウ
）

（
６
丁
オ
）

一
同
拾
六
匁
五
分
郡
御
奉
行
様
御
往
来
共
人
足

五
人
シ
国

但
し
壱
里
五
分
五
厘
シ
蔓

笹
山
へ
三
里

一
銀
拾
七
匁
二
月
朔
日
夕
合
三
日
七
ッ
時

造
昼
夜
国
領
峠
梵
天
竹
番
賃

一
同
拾
七
匁
四
分
夜
具
借
り
賃

此
訳
十
三
匁
弐
分
測
量
御
役
人
様
拾
壱
人

夜
具
損
料
壱
匁
弐
分
シ
鱈

四
匁
弐
分
火
燵
ふ
と
ん
七
シ
代

損
料
六
分
シ
融

一
同
五
匁
借
り
も
の
損
賃

但
し
あ
ん
と
う
・
火
鉢
・
た
ば
こ
ほ
ん
．
き
せ

る
．
星
測
場
う
す
く
り
賃
共

一
同
三
拾
壱
匁
七
分
九
厘
二
月
三
日
御
昼
入
用
調
も
の
代

〆

三
分
弐
り

四
匁
五
分

庄
屋
弐
人
供
壱
人
〆
三

人
泊
り
賃

ろ
う
そ
く
弐
丁
代

6

丁 此
之 訳

〆

今宣釜麦壽雰枩壽雰麦碁
八六六 八六五 弐匁
分分分 厘厘厘 分

一
銀
四
拾
弐
匁
八
分
八
厘
二
月
三
日
夕
御
認
入
用
調
物
代

測
量
御
役
人
様
拾
壱
人
様
分

此
訳

六
匁
三
分

拾
八
匁

四
分
四
厘

七
分
五
厘

測
量
御
役
人
様
拾
弐
人
様
分

鯛
弐
枚

し
ゐ
茸

わ
さ
ぴ

く
す
壱
合

豆
腐
六
丁

杉
は
し
十
四
せ
ん

楊
枝
七
せ
ん

奈
良
漬
弐
舟

ふ
し
弐
本

味
噌

醤
油

菓
子
七
盆

た
い
弐
枚

豆
腐
四
丁

浅
草
海
苔
三
枚

一
ハ
ー



七
分
弐
匁
六
分

弐
匁
六
分

壱
匁
六
分

七
分
弐
分
四
り

弐
分

（
７
丁
ウ
）

四
分
五
り

五
匁
八
分

弐
匁
五
分

〆

一
同
弐
拾
七
匁
五
分
弐
り
二
月
四
日
朝
御
認
入
用
調
物
代

測
量
御
役
人
様
拾
壱
人
様
分

此
訳
六
分
秋
小
豆
六
合

弐
匁
四
分
雪
輪
麩

弐
匁
六
分
長
い
も
四
本

五
分
人
参
弐
わ

十
三
匁
八
分
大
す
ぎ
き
壱
本

三
分
三
り
と
う
ふ
三
丁

壱
匁
三
分
ふ
し
壱
本

弐
分
四
厘
杉
は
し
十
二
せ
ん

小
い
も
弐
升

ふ
し
弐
本

奈
良
漬
弐
舟

味
噌
醤
油
杉
は
し
十
二
せ
ん

丼
弐
鉢

楊
枝
十
四
せ
ん

ろ
う
そ
く
四
丁

た
こ
弐
は
い

棚
弐
百
拾
壱
匁
五
分
八
厘

米
五
石
六
斗
五
升

但
し
斗
り
切
御
直
段
石
二
付
五
拾
八
匁
九
厘

が
へ
代
銀
三
百
弐
拾
八
匁
弐
分
壱
厘

（
８
丁
オ
）

惣
〆
銀
五
百
三
拾
九
匁
七
分
九
厘

内
銭
丁
百
文
上
御
弐
九
順
縢
木
賃
被
下

但
し
御
壱
人
五
十
文
シ
融

同
丁
百
九
拾
弐
文外
八
人
様
同
断

但
し
御
壱
人
廿
四
文
シ
国

同
丁
五
百
四
拾
壱
文
白
米
七
升
五
合
代
被
下

一
銀
五
匁
弐
分

〆
壱
匁
六
分

弐
匁
六
分

七
分
壱
分
七
分
五
り

料
理
人
手
傳
三
人
シ
巽
賃
金

一
日
弐
匁
宛
割
合
之
分

味
噌
奈
良
漬
弐
舟

醤
油
楊
枝
七
せ
ん

ろ
う
そ
く
五
丁

’

（
９
丁
オ
）

覚
北
野
新
村

天
文
方

一
米
四
斗
三
升
五
合
伊
能
勘
解
由
様
上
下

門
谷
清
次
郎
様
上
下

尾
形
鎌
次
郎
様

保
木
敬
蔵
様

久
保
木
佐
助
様

久
保
木
佐
右
衛
門
様

宮
野
善
蔵
様
（
マ
マ
）

加
藤
嘉
平
二
様

小
堀
様
御
内

人
見
唯
右
衛
門
様
上
下

〆
拾
弐
人
様

（
８
議
事
な
し
）

一
ハ
ー
ー

但
し
壱
升
二
付
七
十
弐
文

ツ
薗

三
口
〆
丁
八
百
三
拾
三
文

但
し
丁
百
五
文
替

此
銀
七
匁
九
分
三
厘

引
残
五
百
三
拾
壱
匁
八
分
六
厘

被
下
置
候
様
奉
願
上
候



（
一
）口
米
壱
斗
御
郡
奉
行
様
二
月
四
日
御
昼

合
五
日
御
昼
迄
上
下
五
人
様

徳
永
村
御
泊
り
、
飯
数
合
廿

飯
之
内
壱
斗
御
夫
持
米
被
下

引
残

但
し
御
壱
飯
二
付
壱
升
シ
、

一
銀
壱
匁
五
厘
右
御
同
人
茶
代

（
、
丁
オ
）但
し
御
壱
飯
二
付
壱
分
五
厘
シ
国

（
９
丁
ウ
）

一
銀
三
匁
右
御
人
数
様
茶
代

但
し
御
壱
飯
二
付
壱
分
五
り
ッ
、

一
米
三
升
五
合

御
先
佛
郷
御
組
衆
二
月
四
日

昼
御
壱
人
夕
朝
御
三
人
シ
、

〆
飯
数
七
飯
之
内
御
夫
持
米

三
升
五
合
被
下
引
残

但
し
御
壱
飯
二
付
壱
升
シ
、

戌
二
月
四
日
御
昼
五
人
様
、
同
夕
・
五
日
朝
拾

弐
人
様
シ
塾
飯
数
合
廿
九
飯
、
但
し
御
壱
飯
二

付
壱
升
五
合
宛

一
同
壱
石
四
斗
四
升
働
人
足
夜
半
替
り
三
十
六
人

ツ
、

壱
人
二
付
日
役
米
弐
升
シ
、

都
合
七
十
弐
人
分

此
訳
五
人
御
荷
物
番

（
加
丁
ウ
）

七
人
御
本
陣
料
理
人
手
傳

三
人
別
御
本
陣
料
理
人
手
傳

七
人
御
本
陣
給
仕
人

三
人
別
御
本
陣
給
仕
人

三
人
脇
亭
主
井
世
話
人

三
人
茶
方
人
足

｢ー-ー~！ ／-ヘ

宵1筆但 弐 壱米 銀

夕 し 斗 匁
6、 壱 壱 八
何 飯 升 分
日 二
朝 付
迄 壱
と 升日料 右
御 ツ朝理 同
用 蘭 迄人 人
掛 飯二 茶
誰 数月 代
と 合四
可 廿日
有
嘉号墓之
五有

『-----.-、 り
1 1 ー〆

一
米
壱
斗
弐
升
御
用
掛
弐
人
井
雨
具
持
弐
人

〆
四
人
飯
数
合
十
弐
飯

但
し
壱
飯
二
付
右
同
断

（
ｎ
丁
オ
）

一
同
九
斗
四
升

一
米
壱
石
八
升
右
働
人
足
認
二
月
四
日
昼
合

五
日
朝
迄
三
飯
宛
飯
数
合
百

八
飯

但
し
壱
飯
二
付
壱
升
シ
菌

此
訳
六
人
八
人

五
人

四
人

四
人

三
人

六
人
三
人
壱
人
弐
人
五
人

〆 〆

五
人
水
日
役

諸
人
足
四
十
七
人

但
し
壱
人
二
付
日
役
米
弐
升

ツ
図

星
測
場
栫
人
足
井
番
共

御
本
陣
掃
除
人
足

別
御
本
陣
掃
除
人
足

遠
見
人
足

風
呂
方

往
来
留
メ
人
足

火
ノ
元
夜
廻
り
人
足

借
り
も
の
運
送
人
足

笹
山
へ
肴
屋
用

御
先
触
持
参
笹
山
行

夜
具
持
運
人
足

一
ハ
一
二



（
ｎ
丁
ウ
）

一
米
五
升

一
銀
拾
九
匁
五
分
六
り
村
方
二
而
調
物
代

（
皿
丁
オ
）

此
訳
弐
匁
三
分
四
り
草
履
十
八
足
代

四
分
八
り
わ
ら
じ
六
足
代

（
之
）

一
同
壱
斗
右
諸
人
足
四
十
七
人
口
内
夜

廻
り
六
人
井
風
呂
方
四
人
〆

拾
人
四
日
夕
飯
壱
飯
シ
、
認

拾
人
分

但
し
壱
飯
壱
升
シ
魁

一
同
壱
斗
五
升
別
御
本
陣
座
敷
賃
井
薪
代
共

一
同
壱
斗

一
同
壱
斗
五
升

二
月
四
日
人
足
揃
所
井
引
纏

庄
屋
宿

人
足
宿
二
月
四
日
昼
之
茶
代

§
誉
§
昔
昔
§
§
§
§
ミ
ミ

茶
薪
代

同
五
日
朝
右
同
断
茶
・
薪
・

油
代
右
同
断
二
月
四
日
夕
今
五
日

§
§
§
曽
営
§
§
ミ
ミ
ミ
§

朝
迄
茶
代

§
§
§
§

非
常
手
宛
人
足
拾
人

（
哩
丁
ウ
）

一
銀
五
匁
借
り
も
の
損
賃

但
し
星
測
場
う
す
く
り
井
あ
ん
ど
う
・
火
鉢
・

た
ば
こ
盆
．
き
せ
る

一
同
拾
八
匁
六
分
夜
具
借
り
賃

此
訳
十
四
匁
四
分
測
量
御
役
人
方
夜
具
十

弐
返
損
賃
壱
匁
弐
分
ッ

〆 〆
弐
匁
壱
匁
五
分

壱
匁
四
分

五弐弐
匁匁分
七 四
分 り

三
匁
九
分

四
匁
弐
分

ろ
う
そ
く
不
足

竹
棒
三
本
代

御
荷
物
か
ら
め
な
わ
弐

束
代
た
ば
こ
代

酒
弐
升

御
本
陣
井
別
御
本
陣
入

用
油
代

右
同
断
炭
三
俵
代

火
燵
ふ
と
ん
七
シ
損
料

六
分
シ
園

秘

（
昭
丁
オ
）

一
同
拾
三
匁
三
分
六
り

此
訳

〆
三
拾
壱
匁
六
分
六
厘

内
拾
八
匁
三
分
味
間
村
御
休
偲
所
合
割

合
書
上
ケ
申
候
ヲ
引

残
拾
三
匁
三
分
六
り
当
所
入
用
二
御
座
候

三
分
六
り

壱
分
三
厘

壱
分
拾
六
匁

弐
匁
四
分

弐
匁
弐
分

八
分
八
厘

壱
分
弐
匁
四
分

五
分
五
厘

弐
匁
六
分

壱
分
弐
分
四
り

壱
匁
三
分

壱
匁
六
分

七
分

二
月
四
日
御
昼
入
用
調
物
代

測
量
御
役
人
五
人
様
分

玉
子
三
シ

浅
草
海
苔

春
大
こ
ん

大
あ
ら
弐
本

雪
輪
麩
四
本

大
椎
茸
十
弐

三
シ
葉
十
二
わ

ゆ
ふ

玉
子
廿

岩
茸
奈
良
漬

楊
枝
杉
は
し

ふ
し
壱
本

味
噌

醤
油

六
四



（
一
）口
同
四
拾
四
匁
五
分
五
厘
二
月
四
日
夕
御
認
入
用
調
物
代

測
量
御
役
人
拾
弐
人
様
分

此
訳

（
唱
丁
ウ
）

六
匁
三
分
菓
子
七
盆

八
分
・
ゆ
は
廿
枚

壱
分
壱
厘
豆
腐
壱
丁

弐
分
わ
さ
び
一
州
騨
獅
刎
し

拾
八
匁
三
分
鯛
弐
枚

壱
匁
七
分
五
厘
白
う
ど
五
本

弐
匁
弐
分
大
椎
茸
十
二

弐
分
楊
枝

弐
分
四
り
杉
は
し

壱
匁
六
分
味
噌

七
分
醤
油

弐
匁
六
分
奈
良
漬

四
分
五
り
ろ
う
そ
く
三
丁

弐
匁
六
分
ふ
し
弐
本

六
匁
五
分
あ
じ
熊
付
弐
鉢

（
哩
丁
オ
）

一
銀
弐
拾
七
匁
六
分

（
哩
丁
ウ
）

（
一
）口
銀
六
匁
弐
分

二
月
五
日
朝
御
認
入
用
調
物
代

測
量
御
役
人
拾
弐
人
様
分

此
訳
壱
分
壱
り
と
う
ふ
壱
丁

拾
九
匁
た
い
弐
枚

七
分
若
め

壱
匁
五
分
ふ
し

弐
匁
六
分
奈
良
漬

壱
匁
六
分
味
噌

壱
匁
醤
油

弐
分
四
り
杉
は
し

壱
分
楊
枝

七
分
五
厘
ろ
う
そ
く
五
丁

〆

銀
百
四
拾
匁
七
分
弐
厘

今
ロ

米
四
石
九
斗
壱
升

但
し
斗
切
御
直
段
石
二
付
五
拾
八
匁
九

厘
か
へ

代
銀
弐
百
八
拾
五
匁
弐
分
弐
厘

料
理
人
手
傳
三
人
シ
笛
賃
銀

一
日
弐
匁
シ
国
割
合
之
分

惣
〆
銀
四
百
弐
拾
五
匁
九
分
四
厘

内

（
喝
丁
オ
）

丁
弐
百
五
拾
五
文
測
量
御
役
人
様
合
木

賃
被
下

丁
四
百
五
拾
文
白
米
六
升
弐
合
五
勺

代
被
下

八
拾
三
文
小
堀
様
御
役
人
上
下

弐
人
様
御
泊
り
賃
被

下

三
口
〆
丁
七
百
八
拾
八
文
但
し
丁
百
五
文
替

此
銀
七
匁
五
分

引
残
四
百
拾
八
匁
四
分
四
厘
被
下
置
候
様
奉
願
上

候

（
鵡
丁
ウ
）

二
口
合
九
百
五
拾
匁
三
分

右
者
天
文
方
御
役
人
様
測
量
御
用
二
付
、
御
休
泊

被
仰
付
候
諸
入
用
附
出
し
奉
差
上
候
、
何
卒

被
下
置
候
ハ
穆
難
有
奉
存
候
、
以
上

大
山
組
大
庄
屋

文
化
拾
壱
戌
三
月

池
田
儀
左
衛
門
⑳

（
聡
丁
オ
）

同
断

園
田
太
助
⑳

六
五



（
１
丁
オ
）

覚

一
米
三
斗
壱
升
五
合

（
表
紙
）
タ
テ
二
四
・
九
ヨ
コ
一
七
・
○

江
戸
柵
鯏
双
正
螂
燃
様
御
止
宿
諸
入
用
帳

（
旧
‐
１
）
幕
府
勘
定
方
役
人
止
宿
諸
入
用
帳

大
塚
郷
助
殿

舟
津
太
郎
兵
衛
殿

Ｉ
Ｉ

寛
政
八
年
辰
年
十
二
月

文
化
未
年
十
一
月
測
量
方
今
田
組
へ

御
出
之
写

升
五
合
シ
餌

服
部
又
三
郎
様
御
上
下
七
人

辰
九
月
廿
六
日
御
泊
り
夕
朝

昼
弁
当
仕
出
シ
共
三
度
分
飯

数
合
廿
壱
飯
但
壱
飯
二
付
壱

（
以
下
余
白
）

八
上
新
村

此
訳六
匁
三
分

弐
匁
四
分

弐
匁
弐
分

六
分

（
１
丁
ウ
）

壱
匁
八
分

壱
匁
五
分

壱
匁
三
分
五
り

五
分
弐
分
四
り

壱
匁
四
分

〆

一
銀
弐
拾
弐
匁
八
分
九
厘

一
銀
拾
八
匁
弐
分
九
厘

一
米
九
升

岩
浅
三
五
太
夫
様
御
上
下
弐

人
右
同
日
御
泊
り
夕
朝
昼
弁

当
仕
出
シ
共
三
度
分
飯
数
合

六
飯
但
シ
壱
飯
二
付
壱
升
五

ヘ
ロ
ツ
笛

右
入
用
肴
井
料
理
物
町
方
亀

屋
儀
左
衛
門
方
二
而
調
物
代

す
蛍
き
壱
本

は
も
壱
本

た
こ
壱
は
い

玉
子
六
シ

鰹
壱
本

か
ま
ほ
こ
五
枚

ゆ
は
弐
拾
枚

松
茸
五
百
匁

大
根
弐
わ

切
い
も
五
百
匁

五
分

（
２
丁
オ
）

五
分
弐
り

六
分
壱
分
四
り

壱
匁
六
分
八
り

壱
分
弐
り

五
分
壱
匁
九
分
三
り

壱
匁
五
分

弐
匁
八
匁
四
分

一
米
壱
斗

〆 此
訳六
分
壱
匁
六
分
弐
匁
八
分

小
堀
様
・
石
原
様
御
手
代
中

御
泊
り
宿
油
炭
薪
諸
道
具
損

料
夜
具
代
座
敷
料
新
村
吉
左

右
同
断
村
方
二
而
調
物
代
銀

松
茸
六
百
匁

し
め
し
壱
籠

椎
た
け
弐
合

鯛
壱
枚

し
い
ら
切
身

こ
酉
り
こ
ん
に
や
く
廿
二

か
ん
ひ
や
う
壱
わ

平
こ
ん
ふ
壱
枚

玉
子
十
四

く
る
ミ
三
シ

味
噌
酒
壱
升
四
合
五
勺

炭
壱
俵

油
五
合

夜
具
七
通
り
損
料
壱
匁
七

分
シ
餌

一
ハ
ー
ハ



（
２
丁
ウ
）

一
米
五
升

一
同
六
斗
壱
升
六
合
諸
人
足
三
拾
人
八
分
役
米

但
し
壱
人
二
付
弐
升
宛

此
訳四
人
掃
除
人
足

一
同
五
升
服
部
又
三
郎
様
・
岩
浅
三
五

（
虫
損
）

太
夫
様
ｎ
Ｕ
御
駕
篭
人
足
朝

（
虫
損
）

セ
ツ
揃
近
村
合
同
Ｕ
扣
居
候

揃
宿
茶
代
・
薪
油
代
新
村
新

左
衛
門
・
平
左
衛
門
両
家
へ

渡
り

但
し
人
足
賃
銀
之
儀
者

御
朱
印
・
御
證
文
之
御
借
馬
二
而
、

賃
銀
御
佛
無
御
座
候
へ
共
、
郡
中

谷
賃
銀
請
取
郡
割
勘
定
相
立
申
候

衛
門
渡

但
し
夕
朝
昼
弁
当
仕
出
し
共
飯
数
十
五

飯
御
座
候
へ
共
御
旅
篭
佛
二
御
座

候
故
附
上
ケ
不
申
候

御
仲
間
弐
人
下
宿
右
同
様
諸

入
用
座
敷
料
新
村
利
助
渡

I

（
３
丁
ウ
）

一
米
弐
斗
四
升

四
人

（
３
丁
オ
）

三
人
五
人
三
分

六
人
半

弐
人
弐
人

四
人

〆

一
米
五
升

一
銀
壱
匁
五
分

給
仕
人

料
理
人

小
使
・
状
使

（
マ
マ
）

勝
手
脇
沓
役

笹
山
町
合
急
使

御
先
触
使

脇
亭
主
井
世
話
人

脇
亭
主
・
世
話
人
・
料
理
人

・
沓
役
飯
数
廿
四
飯
分
、
但

壱
飯
壱
分
シ
製

右
御
用
二
付
清
水
郡
右
衛
門

様
御
出
張
、
上
下
四
人
、
郷

御
組
斎
藤
惣
兵
衛
殿
、
都
合

五
人
御
泊
り
、
夕
朝
拾
飯
分

御
扶
持
米
壱
斗
之
内
、
先
達

而
野
夫
持
五
俵
被
下
候
残
米

公
御
用
二
付
被
下
米

右
御
同
断
拾
飯
分
茶
代
銀

公
御
用
二
付
被
下
銀

一
米
六
升
清
水
郡
右
衛
門
様
御
帰
り
、

新
村
合
町
迄
御
送
り
駕
籠
・

挾
箱
人
足
四
人
役
米

但
し
壱
升
五
合
シ
蕊

－
１
１
（
付
菱
有
り
）

一
合
銀
四
拾
弐
匁
六
分
八
り
但
シ
斗
切
御
直
段

米
壱
石
五
斗
七
升
壱
合
石
二
付
五
拾
七
匁

六
分
弐
り
替

代
銀
九
拾
匁
五
分
弐
り
壱
毛

（
４
丁
オ
）銭
三
百
六
拾
四
文

（
付
菱
）惣

〆
銀
百
三
拾
三
匁
弐
分
壱
毛

但
納
米
之
積
り
二
書
上
候
処
、
斗
切
直
段
二

被
仰
出
候
、
今
更
舛
数
相
増
候
事
も
難
成

候
、
期
し
て
其
心
得
可
有
之
事

内取
百
四
十
壱
文

服
部
又
三
郎
様
御
沸
木
賃
上
御
壱
人
三
十
五

文
、
下
六
人
十
七
文
シ
塗

’

1

六
七



（
４
丁
ウ
）六
口
〆
壱
貫
弐
拾
九
文

銭
五
拾
弐
文

岩
浅
三
五
太
夫
様
御
携
木
賃
、
上
御
壱
人
三

十
五
文
、
下
壱
人
十
七
文

銭
弐
百
八
十
一
文

銭
百
三
文

右
同
断
御
上
下
弐
人
御
一
飯
弐
合
五
勺
シ
、

此
米
壱
升
五
合
代

銭
七
十
六
文

右
同
断
御
上
下
七
人
御
一
飯
弐
合
五
勺
シ
、

此
米
五
升
弐
合
五
勺
代

御
買
上
ケ
之
所
代
物
御
沸

此
訳
七
十
二
文
玉
子
六
シ
代

五
十
文
ミ
そ
代

百
五
十
五
文
酒
壱
升
壱
合
五
勺
代

御
家
来
方
御
買
も
の
代
御
携

此
訳
四
十
八
文
玉
子
四
シ
代

弐
十
八
文
酒
弐
合
代

（
別
紙
添
貼
付
）

服
部
又
三
郎
様
・
岩
浅
三
五
太
夫
様
御
止
宿
入
用

覚

辰
九
月
廿
六
日

一
壱
匁
三
分
清
水
郡
右
衛
門
殿
夕
朝
茶
代

一
三
匁
六
分
御
同
人
様
供
方
三
人
・
斎
藤

宗
兵
衛
殿

右
四
人
分
夕
朝
茶
代

〆
四
匁
九
分

内
壱
匁
五
分
従
上
被
下
候

引
残
而百
弐
拾
三
匁
三
分
壱
り
壱
毛

被
下
置
候
様
奉
願
上
候

右
者
江
戸
御
役
人
服
部
又
三
郎
様
・
岩
浅
三
五
太

夫
様
、
御
料
所
就
御
用
筋
被
遊
御
通
行
・
御
泊
被

仰
付
候
諸
入
用
、
慥
二
奉
請
取
候
虚
、
依
而
如
件

大
庄
屋

寛
政
八
年
辰
十
二
月

波
部
六
兵
衛
印

御
代
官
所 此

銀
九
匁
八
分
九
り
但
百
四
文
替

一

一
弐
匁
五
分
五
り
書
上
井
請
取
帳
本
帳
井
下
帳

ひ
か
へ
帳
紙
代
・
筆
者
賃

一
六
匁
四
分
壱
り
諸
入
用
惣
〆
百
廿
三
匁
三
分

弐
り
辰
冬
佛
之
処
、
巳
三
月

廿
一
日
御
渡
被
成
候
二
付
四

ケ
月
分
利
足

一
弐
匁
六
分

右
拾
九
匁
四
分
八
り

ら
ひ
三
匁
四
分

米
七
升
八
合
五
勺
諸
入
用
米
〆
壱
石
五
斗
七
升

壱
合
納
米
之
積
り
害
上
ケ
候

処
、
斗
切
直
段
二
而
被
下
二

付
、
御
米
不
足

代
銀
四
匁
五
分
弐
り

但
し
五
拾
七
匁
六
分
弐
り
か
へ

勝
手
働
之
者
入
用
酒
弐
升
代

従
上
不
被
下
候
分

1

1

六
八



（
１
丁
オ
）

（
表
紙
）
タ
テ
二
四
・
九
ヨ
コ
一
七
・
○

一
米
壱
斗
五
升

測
量
方
御
役
人
様
御
昼
認
メ
諸
入
用
帳

今
田
組

木
津
村

立
杭
釜
屋
村

右
之
通
当
盆
前
郡
割
へ
御
加
へ
可
被
下
候
、
已
上

巳
三
月
廿
七
日

波
部
六
兵
衛

（
腿
‐
２
）
測
量
方
役
人
昼
認
め
諸
入
用
帳

覚
わ
り
い
た
し

文
化
八
未
年
十
一
月

御
年
番
中

天
文
方
高
橋
作
左
衛
門
様
手

附
伊
能
勘
解
由
様
井
手
傳
勤

方
坂
部
貞
兵
衛
様
・
下
河
邊

政
五
郎
様
・
青
木
勝
次
郎
様

（
以
下
余
白
）

一
銀
弐
拾
三
匁
弐
分
右
入
用
肴
井
料
理
も
の
摂
湯

三
田
へ
調
者
代

此
訳七
匁
三
分
鯛
壱
枚

（
マ
マ
）

弐
匁
五
分
触
壱
は
い

壱
匁
五
分
鰹
三
本

壱
匁
八
分
か
ま
ほ
こ
六
枚

壱
匁
四
分
し
い
茸

（
１
丁
ウ
）

壱
匁
切
い
も
五
百
匁

八
分
う
と
壱
わ

七
分
五
り
く
わ
へ
五
合

六
分
五
り
か
ん
ひ
や
う
百
匁

五
匁
五
分
く
わ
し
代

〆

一
銀
六
匁
九
分
三
り
右
同
断
村
方
二
而
調
物
代
銀

此
訳弐
匁
三
分
八
り
酒
弐
升
五
合
代

壱
匁
白
味
噌
四
百
匁

壱
匁
弐
分
醤
油
壱
升

御
上
下
十
人
三
月
八
日
御
昼

但
シ
壱
飯
二
付
壱
升
五
合
宛

（
２
丁
ウ
）

（
２
丁
オ
）〆

一
米
壱
升

一
米
六
斗
弐
升

此
訳

〆
弐
人
壱
人

三
人

三
人

四
人

弐
人

五
人

六
人

三
人

弐
人

三
分
五
り

八
分
壱
匁
弐
分

摂
弱
相
野
へ
先
触
人
足

夜
中
今
田
新
田
江
届
人
足

夜
中
三
田
へ
肴
買
人
足

笹
山
・
古
市
へ
届
ケ
人
足

掃
除
人
足

料
理
人

小
遣
イ
人
足

勝
手
勤
・
沓
役

給
仕
人

脇
亭
主
・
世
話
人

右
御
用
二
付
、
郷
御
組
三
好

五
右
衛
門
殿
御
出
張
御
認
之

（
虫
損
）

内
野
夫
持
三
口
五
り
被
下
候

残
米

右
二
付
人
足
三
十
壱
人

但
し
壱
人
二
付
弐
升
宛

大
根
壱
こ

草
履
・
わ
ら
ん
じ

玉
子
十
五

六
九

『

I



（
付
菱
有
り
）

１
１
１
１

一

一
米
三
斗

一一一一一一一一一一一一一一一

一
１
１
１

（
３
丁
オ
）

一
米
壱
斗
七
升

一

三

分

一
米
三
斗
九
升

一
米
六
升

右
二
付
手
傳
人
足
之
飯
十
七

飯
分
但
シ
壱
飯
二
付
壱
升
宛

測
量
御
役
人
様
前
日
御
泊
播

州
鴨
川
村
御
宿
へ
諸
賄
方
様

子
聞
合
二
三
月
七
日
夜
遣
此

人
足
三
人
但
壱
人
二
付
弐
升

右
同
断
御
認
茶
代

播
州
清
水
寺
境
台
木
津
村
之

間
釜
谷
村
境
迄
道
作
り
間
数

打
人
足
十
九
人
半
、
但
シ
右

間
数
明
細
帳
二
書
印
、
測
量

御
役
人
御
出
之
節
上
ル
、
但

壱
人
二
付
右
同
断

右
御
役
人
御
出
二
付
木
津
村

之
間
釜
屋
村
摂
州
境
迄
道
作

り
掃
除
人
足
十
五
人

但
し
壱
人
二
付
弐
升
宛

ツ
秘

（
薪
ゴ
軍
八
升

（
付
菱
）

一
米
七
斗

一
米
六
升

従
是
奥
六
口
御
害
上
ケ
御
無
用

可
然
候測

量
方
御
役
人
様
、
播
州
境

合
摂
弱
境
迄
御
領
分
之
間
道

法
り
間
数
御
打
被
成
、
村
方

今
差
出
候
明
細
帳
二
御
引
合

被
成
、
御
出
之
節
道
法
り
間

数
再
改
、
人
足
井
手
傳
人
足

三
十
五
人
、
但
右
道
法
り
間

断メ九間木
上人摂津
ル 、州村
、但境境
但し迄ろ、
壱右間立
人同数杭
二断打釜
付へ人屋
右御足村
同認拾之

木
津
村
釜
屋
村
明
細
帳
相
認

メ
差
出
候
様
二
被
仰
付
候

二
付
御
役
人
様
へ
相
認
置
上

ル
、
此
人
足
三
人
、
但
壱
人

二
付
右
同
断

（
４
丁
オ
）

一
米
三
斗
右
間
数
御
改
之
時
、
拾
間
目

ミ
ニ
ぼ
ん
て
ん
立
人
足
拾
五

人
、
但
壱
人
二
付
右
同
断

測
量
御
役
人
合
御
沸
被
成
候

但
シ
壱
匁
二
付
百
壱
文
通
用

此
代
弐
匁
三
分

残
弐
百
拾
匁
弐
分
五
り
被
下
置
候
様
奉
願
上
候

（
４
丁
ウ
）

合
惣 米銀
〆代 三三
弐百 但石拾
百八 シ壱匁
拾拾九其斗四
弐弐分節四分
匁匁斗米升三
五壱切直 り
分分石段
九弐二納
り り付米
五二

拾而
八六
匁拾
替匁

内弐
百
四
拾
文

七
○

数
拾
間
ッ
逮
之
水
縄
二
而
為

御
打
被
成
候
而
十
間
目
二
ほ

ん
て
ん
ヲ
立
、
測
量
御
改
被

成
候
御
事

但
壱
人
二
付
右
同
断



右
之
通
認
メ
差
上
ケ
候
処
、
其
節
御
代
官
大
塚
郷

助
様
•
吉
田
又
兵
衛
様
御
役
所
二
お
ゐ
て
、
未
十

二
月
廿
五
日
願
之
通
り
銀
子
御
渡
被
成
、
則
栄
蔵

請
取
二
罷
出
、
同
日
御
代
官
様
御
両
家
へ
村
役
人

召
連
、
御
礼
二
罷
出
候
事

(
5
丁
オ
）

南
組御
代
官
様

十
二
月

（
以
下
余
白
）

栄
蔵
印

同
組
大
庄
屋
兼
帯

酒
井
三
右
衛
門
印

右
者
測
量
御
役
人
高
橋
作
左
衛
門
様
手
附
伊
能
勘

解
由
様
井
手
偲
方
坂
部
貞
兵
衛
様
・
下
河
邊
政
五

郎
様
•
青
木
勝
次
郎
様
其
外
附
ミ
六
人
、
都
合
拾

人
測
量
御
改
御
用
二
付
被
遊
御
通
行
、
御
昼
認
井

諸
入
用
悔
二
受
取
候
処
、
依
而
如
件

今
田
組
大
庄
屋

文
化
八
未
年

伊能忠敬 測量関係文書

七



１三
回
に
わ
た
っ
て
園
田
家
文
書
伊
能
隊
測
量
関
係
史
料
を
紹
介
し
て
き
た
。
連
載

第
一
回
の
「
は
じ
め
に
」
で
も
若
干
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
史
料
群
は
、
一
八
一
四

年
（
文
化
三
）
二
月
に
伊
能
隊
が
篠
山
藩
領
大
山
組
を
測
量
し
た
際
の
組
な
い
し

村
側
の
対
応
の
様
子
を
、
大
山
組
大
庄
屋
園
田
太
助
（
庄
十
左
衛
門
）
に
よ
っ
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
史
料
に
つ
い
て
は
後
に
取
り
上
げ
る
が
、
こ
こ
で

は
こ
の
時
の
伊
能
隊
の
測
量
行
に
つ
い
て
概
要
を
み
て
お
き
た
い
。

伊
能
隊
の
全
国
測
量
に
つ
い
て
は
、
伊
能
忠
敬
自
身
が
、
全
測
量
行
に
わ
た
っ
て

詳
細
な
測
量
日
記
を
残
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
戦
前
の
大
谷
亮
吉
氏
に
よ
る
研

①究
を
は
じ
め
と
し
て
近
年
に
い
た
る
ま
で
多
く
の
論
著
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
十
次

②

に
わ
た
る
伊
能
の
測
量
旅
行
の
細
部
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
全

国
測
量
の
概
要
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
篠
山
藩
領
測

量
が
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
第
八
次
（
九
州
第
二
次
）
測
量
行
に
つ
い
て
だ

③

け
み
て
お
く
。

伊
能
隊
が
二
度
目
の
九
州
地
方
の
測
量
を
行
な
う
べ
く
江
戸
を
出
発
し
た
の
は
、てわ
け

一
八
二
年
（
文
化
八
）
二
月
で
あ
り
、
翌
年
正
月
に
九
州
小
倉
に
到
着
、
手
分

（
分
隊
）
を
行
な
い
な
が
ら
三
月
に
は
鹿
児
島
、
そ
し
て
今
次
の
大
目
標
で
あ
っ
た

種
子
島
・
屋
久
島
の
測
量
を
お
よ
そ
二
ヵ
月
か
け
て
行
な
う
。
そ
の
後
、
鹿
児
島
を

経
て
再
び
小
倉
ま
で
戻
り
、
九
州
の
北
側
を
丹
念
に
測
量
し
佐
世
保
で
一
八
一
三
年

を
迎
え
る
。
さ
ら
に
三
月
に
は
壱
岐
・
対
馬
、
五
月
に
は
五
島
列
島
を
廻
り
、
八
月

解
題

木

村

修

一

一

七
二

に
長
崎
に
到
着
す
る
。
一
○
月
に
は
三
た
び
小
倉
に
達
し
、
よ
う
や
く
帰
途
に
就
く
。

し
か
し
、
帰
路
で
も
測
量
は
続
け
ら
れ
、
手
分
を
し
な
が
ら
萩
・
広
島
・
松
江
・
岡

山
・
姫
路
・
豊
岡
と
中
国
地
方
内
陸
部
を
ジ
グ
ザ
グ
に
東
へ
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の

間
姫
路
で
さ
ら
に
越
年
し
て
、
一
八
一
四
年
二
月
に
京
都
、
三
月
に
四
日
市
、
四
月

に
飛
騨
高
山
、
五
月
に
信
州
飯
山
と
経
て
、
同
月
二
三
日
に
よ
う
や
く
江
戸
へ
戻
っ

て
い
る
。
旅
行
期
間
は
二
年
半
に
わ
た
り
、
全
十
回
の
測
量
行
の
中
で
も
最
も
長
い

日
数
を
費
や
し
て
い
る
。
旅
行
終
了
時
、
忠
敬
は
数
え
七
○
歳
と
な
っ
て
い
た
。

き
て
本
史
料
に
直
接
関
わ
る
篠
山
藩
領
は
、
九
州
か
ら
の
帰
途
豊
岡
よ
り
京
都
へ

向
か
う
途
中
に
通
過
し
て
い
る
。
伊
能
隊
は
、
出
石
で
宮
津
方
面
へ
向
か
う
手
分
隊

が
分
か
れ
て
お
り
、
福
知
山
・
栢
（
柏
）
原
を
経
て
篠
山
藩
領
に
至
っ
た
の
は
、
忠

お
い
れ

敬
率
い
る
本
隊
で
あ
る
。
二
月
三
日
に
栢
原
よ
り
大
山
組
追
入
村
に
到
着
し
宿
泊
、

翌
四
日
は
同
組
北
野
新
村
に
宿
泊
し
て
い
る
。
本
史
料
群
は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
後
の
篠
山
藩
領
に
お
け
る
伊
能
隊
の
行
動
は
、
五
日
に
笹
（
篠
）
山
、
六
日
に

古
市
村
、
七
日
に
市
原
村
、
八
日
九
日
と
北
摂
三
田
藩
領
を
通
過
し
、
一
○
日
に
再

び
笹
山
着
、
二
日
は
藩
領
東
端
の
福
住
村
に
至
り
、
翌
一
二
日
に
丹
波
亀
山
藩
領

④

方
面
へ
出
立
し
て
い
る
。

簡
単
で
は
あ
る
が
以
上
を
前
提
と
し
て
、
次
に
今
回
紹
介
し
て
き
た
各
史
料
に
つ

い
て
解
説
し
て
ゆ
き
た
い
。

２（
１
）
測
量
御
用
に
つ
き
大
庄
屋
廻
状

一
八
二
年
（
文
化
八
）
二
月
、
伊
能
隊
が
第
八
次
（
第
二
次
九
州
）
測
量
行

に
出
発
す
る
に
あ
た
っ
て
、
幕
府
老
中
松
平
信
明
の
名
で
通
行
予
定
の
沿
道
各
地
に



向
け
て
出
さ
れ
た
先
触
が
本
史
料
で
あ
る
。
触
は
、
本
文
と
別
紙
「
道
順
書
」
か
ら

な
り
、
本
文
に
は
、
①
伊
能
隊
の
正
規
メ
ン
バ
ー
人
数
、
②
測
量
作
業
へ
の
助
力
徹

底
指
示
、
③
伊
能
隊
か
ら
江
戸
暦
所
へ
の
御
用
状
の
逓
送
は
各
藩
の
領
主
便
（
国
元

↓
江
戸
）
に
便
乗
さ
せ
る
べ
き
事
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
道
順
書
」
に

は
、
江
戸
か
ら
遠
く
は
種
子
島
・
屋
久
島
ま
で
の
往
復
に
あ
た
っ
て
予
定
し
て
い
る

通
行
ル
ー
ト
お
よ
び
測
量
予
定
区
間
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
藩
や
幕

府
郡
代
の
本
拠
地
（
城
下
町
・
陣
屋
所
在
地
）
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。
こ
れ
を
承
け
た
各
藩
、
こ
こ
で
は
篠
山
藩
の
「
会
所
」
は
、
代
官
↓
大
庄

屋
↓
庄
屋
と
い
う
地
方
支
配
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
領
内
村
々
へ
触
れ
た
様
子
が
こ
の

一
点
か
ら
み
て
と
れ
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
伊
能
隊
が
実
際
に
篠
山
藩
領
に
や
っ

て
く
る
の
は
、
こ
の
触
が
届
い
て
（
一
八
三
年
三
一
月
）
か
ら
二
年
二
ヵ
月
後
の

こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
測
量
方
御
休
泊
用
・
御
案
内
手
続
覚
書

次
の
（
３
）
（
４
）
と
共
に
、
伊
能
隊
来
村
（
組
）
に
あ
た
り
、
事
前
準
備
に
関

す
る
何
点
か
の
書
付
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
に
は
一
八
一
四
年
（
文

化
三
）
の
二
月
朔
日
付
で
「
御
用
掛
」
か
ら
到
来
し
た
覚
書
二
点
が
写
し
取
ら
れ

て
い
る
。
御
用
掛
と
は
、
正
式
に
は
測
量
方
御
用
掛
と
よ
ば
れ
、
篠
山
藩
が
伊
能
隊

（
Ⅱ
測
量
方
・
天
文
方
）
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
創
設
し
た
臨
時
の
部
署
の
よ
う
で

あ
る
。
任
命
の
経
過
は
不
明
だ
が
、
領
内
の
大
庄
屋
・
庄
屋
の
中
か
ら
適
当
な
人
物

を
選
ん
だ
ら
し
く
、
伊
能
忠
敬
の
測
量
日
記
に
も
「
御
用
掛
」
と
い
う
肩
書
き
と
と

も
に
複
数
の
人
物
が
出
て
く
る
。
こ
の
（
２
）
に
も
明
山
権
太
劫
・
樋
口
庄
左
衛
門

と
い
う
名
が
出
て
く
る
が
、
い
ず
れ
も
領
内
の
大
庄
屋
の
よ
う
で
あ
る
。
史
料
の
内

容
は
、
御
用
掛
と
し
て
伊
能
隊
へ
の
応
対
を
各
組
（
村
）
へ
指
示
し
た
も
の
で
、
体

泊
割
や
部
屋
割
、
出
迎
え
方
、
料
理
向
、
必
要
物
品
、
随
行
諸
役
人
の
応
接
、
人
足

割
等
々
、
か
な
り
細
部
に
わ
た
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
測
量
御
用
控
書

（
２
）
に
は
、
二
月
朔
日
付
の
も
の
の
み
で
あ
っ
た
が
、
本
史
料
と
次
の
（
４
）

に
は
、
そ
れ
以
前
の
正
月
の
日
付
の
あ
る
書
付
が
収
載
さ
れ
て
い
る
（
３
の
一
部
を

除
く
）
。
も
っ
と
も
早
い
の
は
正
月
四
日
付
で
、
こ
れ
は
伊
能
隊
が
出
石
か
ら
京
都

ま
で
の
沿
道
各
地
へ
向
け
て
出
し
た
先
触
で
、
姫
路
よ
り
発
信
し
て
い
る
。
大
山
組

に
は
正
月
二
一
日
に
到
達
し
て
お
り
、
こ
こ
に
お
い
て
い
よ
い
よ
伊
能
隊
の
来
組
が

近
い
こ
と
を
実
感
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
藩
の
対
応
も
す
ば
や
く
、
二
四
日
に
は
但

馬
国
出
石
郡
小
谷
村
に
あ
っ
た
伊
能
隊
の
許
へ
御
用
掛
の
多
紀
郡
東
岡
屋
村
庄
屋
磯

⑥

八
を
派
遣
し
て
隊
と
の
打
ち
合
せ
に
当
た
ら
せ
て
い
る
。
大
山
組
に
は
、
二
六
日
付

で
当
面
の
対
処
方
が
御
用
掛
よ
り
報
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
（
２
）
で
見
た
も
の
と

ほ
と
ん
ど
近
い
が
、
伊
能
隊
の
行
動
が
、
確
実
に
や
っ
て
く
る
と
は
い
え
、
こ
の
段

階
で
ま
だ
流
動
的
だ
っ
た
の
で
変
更
が
有
り
う
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
実
際
、
ル
ー

ト
の
若
干
の
変
更
が
あ
っ
た
た
め
再
度
指
示
し
な
お
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
（
２
）

の
二
点
の
覚
書
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
二
六
日
か
ら
二
月
朔
日
ま
で
の
四
日
間

に
組
と
御
用
掛
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
と
り
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
収
載
史
料
か

ら
わ
か
る
。
本
史
料
の
終
盤
に
は
、
二
月
二
日
付
の
書
付
が
数
点
載
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
最
終
確
認
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
（
内
一
点
は
大
山
組
よ
り

先
へ
の
先
触
逓
送
指
示
）
。
伊
能
隊
は
翌
三
日
に
大
山
組
の
玄
関
口
追
入
村
に
現
わ

れ
る
。
（
４
）
測
量
御
用
手
控
帳

（
３
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
正
月
二
六
日
付
の
御
用
掛
よ
り
の
指
示
の
写
か
ら
な

拾
一
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っ
て
い
る
。
最
後
に
、
伊
能
隊
（
本
隊
）
の
メ
ン
バ
ー
の
名
前
と
宿
舎
割
当
（
本
陣
・

別
本
陣
）
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
手
分
隊
と
し
て
目
下
別
行
動
中
の
今
泉
又
兵

衛
や
大
山
甚
七
の
名
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
段
階
で
笹

山
藩
（
御
用
掛
）
が
得
た
情
報
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
（
２
）
の

二
月
朔
日
の
時
点
で
も
ま
だ
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
到
着
す
る
ま
で

組
側
は
正
確
な
隊
の
構
成
員
を
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

（
５
）
測
量
方
御
用
日
記

伊
能
隊
が
追
入
村
に
到
着
し
て
か
ら
、
北
野
新
村
を
発
足
し
て
ゆ
く
間
の
記
録
で

あ
る
。
「
日
記
」
と
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
日
次
記
で
は
な
く
、
折
々
の
覚
え
書
き
と

い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
大
庄
屋
園
田
太
助
が
随
行
し
つ
つ
書
き
記
し
て

い
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
人
足
や
物
品
の
配
置
に
つ
い
て
の
書
上
に
ス
ペ
ー
ス
の
多
く

が
割
か
れ
て
い
る
が
、
時
折
伊
能
隊
の
動
向
と
く
に
忠
敬
そ
の
人
の
動
静
を
記
し
て

い
る
部
分
が
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
、
伊
能
隊
は
栢
原
よ
り
追
入
に
き
た
当
日
、
い

こ
〃
、
ｈ
〃
よ
、
つ

っ
た
ん
旅
宿
に
入
り
昼
食
の
後
、
北
方
の
氷
上
郡
国
領
へ
の
山
道
を
瓶
割
峠
ま
で

⑦

測
量
し
て
い
る
が
、
忠
敬
は
そ
の
ま
ま
宿
舎
に
残
り
作
業
は
下
役
・
弟
子
ら
に
任
せ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
な
ど
は
忠
敬
の
日
記
に
は
現
わ
れ
な
い
事
実
で
あ

り
興
味
深
い
。
ま
た
、
予
定
外
の
事
態
へ
の
対
応
も
記
事
か
ら
窺
え
る
。
伊
能
隊
に

は
篠
山
藩
役
人
や
御
用
掛
な
ど
の
随
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
宿
舎
の
用
意
も
な
さ
れ

ひ
と
み

て
い
た
が
、
予
定
に
な
い
京
都
代
官
小
堀
中
務
の
手
代
人
見
唯
右
衛
門
が
一
行
に
加

わ
っ
て
い
た
。
人
見
の
本
務
は
沿
道
に
散
在
し
て
い
た
小
堀
支
配
所
村
々
で
の
応
接

だ
っ
た
が
、
結
局
京
都
ま
で
随
行
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
測
量
術
に
興
味
を
覚
え
た③

の
か
、
後
に
忠
敬
よ
り
小
測
器
を
贈
ら
れ
自
ら
京
都
周
辺
の
実
測
を
行
っ
た
と
い
う
。

急
遼
宿
舎
を
用
意
す
る
な
ど
人
見
に
対
す
る
組
側
の
対
応
は
素
早
か
っ
た
が
、
（
４
）

で
も
見
た
よ
う
に
当
日
に
な
っ
て
判
明
し
た
事
実
も
か
な
り
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
、
こ
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
に
も
組
と
し
て
的
確
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
他
、
伊
能
隊
に
提
出
し
た
書
付
の
写
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
測
量
御
役
人
様
諸
入
用
附
出
シ
帳

以
下
は
伊
能
隊
通
過
後
の
事
後
処
理
に
関
わ
る
史
料
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
伊
能

隊
を
応
接
し
た
際
に
か
か
っ
た
諸
入
用
を
詳
細
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
大
き
く
追

入
村
と
北
野
新
村
と
に
分
け
て
勘
定
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
米
か
銀
に
換
算
さ
れ
て

い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
村
の
記
述
の
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
付
け
ら
れ
た
貼
紙

で
、
両
村
そ
れ
ぞ
れ
の
総
計
が
な
さ
れ
た
後
、
差
引
の
記
載
が
あ
り
そ
こ
に
「
測
量

御
役
人
様
合
被
下
辻
引
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
両
村
で
伊
能
隊
が
直
接
支
払
っ
た

額
が
知
ら
れ
る
が
、
追
入
村
で
は
八
三
三
文
、
北
野
新
村
で
は
七
○
五
文
で
、
木
銭

（
宿
代
）
と
白
米
代
か
ら
な
っ
て
い
る
。
北
野
新
村
で
は
、
こ
の
他
に
人
見
唯
右
衛

門
一
行
か
ら
も
八
三
文
の
支
払
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
な
お
本
史
料
と
次
の

（
７
）
は
後
に
み
る
（
蛆
）
の
趣
旨
を
承
け
て
組
側
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
点
は
後
述
す
る
。

（
７
）
測
量
方
入
用
附
出
し
下
帳

一
見
（
６
）
に
内
容
的
に
近
似
し
て
い
る
が
表
題
に
「
下
帳
」
と
あ
る
よ
う
に
、

（
６
）
に
対
す
る
下
帳
と
い
う
位
置
に
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
上
」
「
郡
」
「
組
」

と
い
う
朱
書
が
ほ
ぼ
一
つ
書
き
単
位
で
現
わ
れ
る
が
、
こ
の
記
号
の
意
味
は
か
な
り

難
解
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
上
」
は
篠
山
藩
、
「
郡
」
は
多
紀
郡
全
組
、
「
組
」
は

大
山
組
の
負
担
と
い
う
こ
と
を
帳
面
引
き
合
わ
せ
の
際
に
協
議
の
う
え
で
決
め
て
付

け
ら
れ
た
印
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
何
と
も
い
え
な
い
。

七
四



（
８
）
測
量
方
人
足
諸
取
替
附
留
メ
帳

表
紙
に
は
二
月
と
し
か
な
い
が
、
史
料
終
盤
に
二
月
一
二
日
の
項
目
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
（
６
）
（
７
）
と
相
前
後
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
折
々
動
員
き
れ
た

人
足
の
人
数
や
日
時
、
村
役
人
層
の
寄
合
時
の
食
事
、
消
耗
品
な
ど
に
つ
い
て
書
き

留
め
た
も
の
で
あ
る
。
組
内
の
ど
の
村
．
ど
の
人
物
の
責
任
で
立
替
ら
れ
た
か
に
主

眼
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
も
（
７
）
同
様
、
「
組
」
や
「
上
」

な
ど
の
朱
書
が
あ
る
の
で
、
こ
の
帳
面
も
協
議
の
場
で
の
整
理
・
調
整
に
供
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
９
１
１
）
測
量
御
通
行
入
用
勘
定
帳

（
９
１
２
）
測
量
に
つ
き
立
会
勘
定
諸
入
用
帳

こ
の
二
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
紙
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
一
括
り
に
綴
じ
ら
れ
て
一

冊
の
横
帳
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
連
の
史
料
の
中
で
も
っ
と
も
時
期
の
降
る
も

の
で
一
八
一
四
年
（
文
化
二
）
六
月
、
す
な
わ
ち
伊
能
隊
の
通
過
後
の
四
カ
月
ほ

ど
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
事
後
処
理
の
最
終
段
階
の
も
の
で
、
藩
当
局
よ

り
下
き
れ
た
入
用
銀
の
分
配
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
（
９
１
１
）
は
、
大
山

組
下
の
各
村
を
単
位
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
日
付
・
項
目
・
金
額
お
よ
び
小
計
が
書
き

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
金
額
は
、
各
村
負
担
金
額
の
全
て
と
い
う
よ
り
も
、
物
品

代
や
人
足
賃
な
ど
の
立
替
金
額
の
全
て
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
所
定
の
宿
代
や
米
代

な
ど
は
当
日
そ
の
場
で
支
払
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（
９
１
２
）
も
同
内
容
だ

が
、
園
田
太
助
ら
三
名
が
個
人
と
し
て
立
て
替
え
た
金
額
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

両
帳
と
も
に
各
項
目
は
全
て
銀
高
で
換
算
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
各
村
・
各
人
へ

は
銭
で
渡
さ
れ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。
な
お
追
入
村
は
、
栢
原
の
人
足
一
三

一
人
が
領
境
の
鐘
坂
峠
よ
り
追
入
村
の
本
陣
ま
で
乗
り
入
れ
た
分
を
立
て
替
え
て
い

｜

る
。
通
常
領
境
で
人
足
が
交
代
す
る
は
ず
が
、
栢
原
側
に
掛
合
い
追
入
ま
で
乗
り
入

れ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
組
と
し
て
引
き
請
け
た
の
だ
が
、
こ

こ
で
追
入
村
の
渡
口
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
実
際
に
は
追
入
村
が
立
替

を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

（
加
）
「
測
量
方
御
用
掛
よ
り
廻
文
」

ま
ず
は
じ
め
に
大
山
組
の
有
高
二
千
五
百
余
石
が
記
さ
れ
る
が
、
次
に
見
え
る
「
惣

高
」
の
五
万
七
千
九
百
四
十
石
余
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
多
紀
郡
の
「
実

⑨

高
」
か
。
「
町
間
之
事
」
は
、
笹
山
町
よ
り
金
（
鐘
）
坂
ま
で
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
、
そ
の
間
の
距
離
を
掲
げ
た
も
の
。
参
考
資
料
と
し
て
廻
状
に
添
え
ら
れ

た
も
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
本
文
に
当
た
る
「
廻
文
」
の
趣
旨
は
、
冒
頭
の
文
章
に
明
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
測
量
諸
入
用
の
う
ち
「
御
上
様
合
被
下
置
候
分
」
を
取
り
調
べ
て
書
き

上
げ
、
且
つ
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
、
書
き
上
げ
る
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項
を
列

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
伊
能
隊
が
藩
領
を
去
っ
た
日
（
二
月
一
二
日
）
の
翌
々
日
付

け
と
な
っ
て
お
り
、
測
量
方
御
用
掛
は
時
を
移
さ
ず
事
後
処
理
に
取
り
掛
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
す
で
に
み
た
（
６
）
（
７
）
（
８
）
や
次
の
（
Ⅱ
）
が
こ
の
廻
文
の
趣

旨
を
承
け
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
Ⅲ
）
測
量
御
役
人
様
御
休
泊
諸
入
用
書
上
帳

（
６
）
や
（
７
）
と
同
様
、
伊
能
隊
の
休
泊
に
要
し
た
諸
入
用
を
書
き
上
げ
た
も

の
で
あ
る
。
但
し
そ
れ
ら
と
本
史
料
と
で
具
体
的
な
数
字
や
項
目
な
ど
に
違
い
が
見

ら
れ
る
の
は
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
（
６
）
（
７
）
の
段
階
で
関
係
者
に
よ
る
協
議

が
な
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
そ
こ
で
調
整
が
行
わ
れ
た
た
め
だ
ろ
う
。
本
史
料
の

構
成
上
は
、
竪
帳
と
横
帳
の
違
い
は
あ
る
が
、
（
６
）
と
か
な
り
近
似
し
て
い
る
。
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つ
ま
り
（
６
）
は
本
史
料
の
直
接
の
下
書
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
最
終
的
な
調
整
を
経

て
本
史
料
に
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
竪
帳
仕
立
て
に
さ
れ
て
い
る
の

は
、
（
蛆
）
で
見
た
よ
う
に
、
次
に
見
る
（
岨
１
１
）
（
吃
１
２
）
を
「
ふ
り
合
」
と

す
る
よ
う
に
指
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
一
連
の
諸
入
用
書
上
帳

の
決
定
版
の
位
置
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
と
も
よ
く
示
し
て
い
る
の

は
、
追
入
・
北
野
新
各
村
の
最
後
に
（
６
）
に
は
な
い
「
被
下
置
候
様
奉
願
上
候
」

と
い
う
一
文
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
最
終
的
な
調
整
も
済
み
本
史
料
を
藩
当
局
へ
提

出
し
て
、
諸
入
用
の
う
ち
の
「
当
所
御
上
様
合
被
下
置
候
分
」
を
請
求
し
た
の
で
あ

う
（
や
○（

枢
１
１
）
江
戸
服
部
又
三
郎
様
・
岩
浅
三
五
太
夫
様
御
止
宿
諸
入
用
帳

（
枢
１
２
）
測
量
方
御
役
人
様
御
昼
認
メ
諸
入
用
帳

こ
れ
ら
は
、
（
蛆
）
の
冒
頭
に
「
先
年
御
勘
定
御
役
人
様
八
上
新
村
二
而
御
泊
り
、

其
後
測
量
御
役
人
様
立
杭
村
二
而
御
昼
有
之
候
節
之
書
上
ケ
ニ
冊
」
と
あ
る
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
を
（
蛆
）
に
添
え
て
「
相
廻
」
し
、
（
Ⅱ
）
に
相
当
す
る

諸
入
用
書
上
帳
の
作
成
の
「
ふ
り
合
」
す
な
わ
ち
見
本
に
供
し
た
の
で
あ
る
。
か
な

り
大
急
ぎ
で
書
写
し
た
様
子
が
、
筆
の
走
り
方
に
窺
え
る
。
（
Ⅲ
）
で
も
触
れ
た
よ

う
に
、
こ
れ
ら
は
共
に
竪
帳
仕
立
て
と
な
っ
て
い
る
。

時
期
の
異
な
る
二
つ
の
史
料
が
今
次
の
伊
能
隊
関
係
史
料
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は

以
上
の
よ
う
な
事
情
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
二
つ
の
史
料
の
内
容
に
つ
い
て
も
若

干
触
れ
て
お
こ
う
。
ま
ず
（
ｎ
ｌ
ｌ
）
で
あ
る
が
、
年
代
は
一
七
九
六
年
（
寛
政
八
）

で
中
身
だ
け
を
と
れ
ば
、
一
連
の
紹
介
史
料
の
中
で
最
も
古
い
も
の
に
な
る
。
本
史

料
の
中
に
は
「
江
戸
御
役
人
」
と
し
か
出
て
こ
な
い
が
、
先
に
見
た
（
蛆
）
の
冒
頭

の
一
文
に
「
御
勘
定
御
役
人
様
」
と
あ
る
の
で
、
服
部
・
岩
浅
の
両
者
が
幕
府
勘
定

３以
上
と
り
と
め
の
な
い
解
説
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
に
、
や
や
錯
綜
し

た
本
史
料
群
を
ま
と
め
、
且
つ
若
干
の
課
題
な
ど
に
触
れ
て
長
き
に
わ
た
っ
た
「
紹

介
」
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
時
系
列
上
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
紹
介
し

⑩

所
の
役
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
勘
定
方
役
人
の
八
上
新
村
へ
の
来
村
の
趣

意
に
つ
い
て
は
詳
細
は
知
ら
れ
な
い
が
、
本
文
中
に
「
御
料
所
就
御
用
筋
」
と
あ
る

か
ら
何
ら
か
の
意
図
を
帯
び
た
幕
領
出
張
の
途
次
に
た
ま
た
ま
休
泊
し
た
際
の
入
用

帳
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
彼
ら
に
は
、
京
都
代
官
（
小
堀
）
と
大
津
代
官
（
石
原
）

の
手
代
と
篠
山
藩
か
ら
清
水
郡
右
衛
門
と
郷
組
斎
藤
惣
（
宗
と
も
）
兵
衛
と
い
う
役

人
が
付
き
添
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
（
岨
１
２
）
は
、
実
は
こ
れ
も
伊
能

隊
の
測
量
行
の
関
係
史
料
で
あ
る
。
但
し
、
（
ｕ
）
ま
で
の
第
八
次
測
量
行
で
は
な

く
、
第
七
次
（
九
州
第
一
次
）
測
量
行
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
省
く
が
、
一

八
二
年
（
文
化
八
）
三
月
八
日
、
や
は
り
九
州
よ
り
江
戸
へ
の
帰
途
姫
路
よ
り
摂

津
方
面
へ
向
か
う
途
次
に
、
篠
山
藩
領
今
田
組
木
津
村
・
立
杭
釜
屋
村
を
通
過
し
て

お
り
、
後
者
で
昼
食
を
取
っ
た
際
の
入
用
帳
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
時
も
手
分
中

で
、
篠
山
藩
領
に
は
伊
能
忠
敬
率
い
る
本
隊
が
来
て
い
る
が
、
本
史
料
で
は
伊
能
の

他
に
坂
部
・
下
河
辺
・
青
木
ら
の
名
が
見
え
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
坂
部
と
下
河

⑪

辺
は
手
分
隊
と
し
て
別
行
動
中
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
（
４
）

で
見
た
よ
う
な
情
報
の
不
確
実
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
三
月
の
入
用
を
そ
の
年
の
一
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や

く
藩
庁
へ
提
出
し
て
い
る
点
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
第
八
次
に
お
け
る
事
後
処
理
の

素
早
さ
を
際
立
た
せ
る
も
の
が
あ
り
興
味
深
い
。
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な
が
ら
あ
る
程
度
言
及
も
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
全
体
的
な
脈
絡
を
通
す
べ
く
簡
単

に
本
史
料
群
を
振
り
返
り
た
い
。

ま
ず
、
本
史
料
群
は
大
き
く
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
伊
能

隊
が
大
山
組
に
や
っ
て
く
る
二
年
以
上
も
前
の
（
１
）
触
廻
状
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、

い
よ
い
よ
伊
能
隊
が
や
っ
て
く
る
直
前
に
作
成
さ
れ
た
（
２
）
（
３
）
（
４
）
の
グ
ル

ー
プ
で
、
事
前
準
備
に
関
す
る
も
の
。
三
つ
目
が
、
伊
能
隊
の
通
過
中
の
記
録
で
あ

る
（
５
）
。
四
つ
目
が
、
伊
能
隊
通
過
後
の
事
後
処
理
に
関
わ
る
（
６
）
か
ら
（
吃
）

ま
で
の
各
史
料
で
あ
る
。

次
に
時
系
列
的
に
各
史
料
を
再
構
成
す
る
（
表
）
。
史
料
上
に
記
さ
れ
て
い
る
年

代
か
ら
み
れ
ば
（
岨
）
の
両
者
が
最
も
早
く
な
る
が
、
本
史
料
群
の
本
質
が
伊
能
隊

第
八
次
測
量
行
時
に
あ
る
こ
と
は
明
白
な
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
（
蛆
）
の
添

付
参
考
資
料
と
し
て
（
岨
）
は
位
置
付
け
て
お
く
。
従
っ
て
本
史
料
群
の
な
か
で
最

も
早
い
も
の
は
（
１
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
次
に
来
る
の
が
第
二
グ
ル
ー
プ
で
、

そ
の
中
で
も
（
４
）
↓
（
３
）
↓
（
２
）
と
い
う
順
序
が
付
け
う
る
。
但
し
（
３
）

に
は
、
二
月
二
日
付
の
書
付
が
末
尾
に
写
さ
れ
て
い
る
が
、
主
題
は
正
月
下
旬
に
あ

る
と
み
て
い
る
。
次
が
、
伊
能
隊
通
過
中
に
記
録
さ
れ
た
（
５
）
で
、
こ
こ
ま
で
は

ほ
ぼ
時
系
列
に
沿
っ
て
配
列
も
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
問
題
は
第
四
グ
ル
ー
プ

で
、
ま
ず
（
蛆
）
が
作
成
さ
れ
、
同
時
に
（
岨
）
が
付
属
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を

承
け
て
、
諸
入
用
の
下
帳
と
し
て
の
（
７
）
が
作
成
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
時
に
（
８
）
も

で
き
る
。
そ
し
て
下
書
と
し
て
の
（
６
）
を
経
て
（
Ⅱ
）
が
仕
上
げ
ら
れ
る
。
そ
し

て
最
後
に
（
９
）
の
二
点
が
作
成
さ
れ
て
、
大
山
組
に
お
け
る
伊
能
測
量
隊
の
一
件

が
事
実
上
完
結
す
る
の
で
あ
る
。

本
解
題
は
、
伊
能
隊
の
測
量
行
の
一
端
を
紹
介
史
料
を
通
し
て
表
面
的
に
眺
め
た

も
の
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
点
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
最

後
に
本
解
題
と
の
関
わ
り
で
、
若
干
の
課
題
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
篠
山
藩

政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
で
あ
る
。
紹
介
し
た
史
料
に
は
度
々
「
測
量
方
御
用
掛
」

と
い
う
藩
の
機
関
が
登
場
し
た
が
、
藩
士
で
は
な
く
大
庄
屋
・
庄
屋
な
ど
の
百
姓
身

分
の
者
達
が
任
命
さ
れ
て
伊
能
隊
へ
の
対
応
に
当
た
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
す
で
に
見

た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
測
量
方
御
用
掛
が
設
置
さ
れ
た
事
情
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
を
感
じ
る
。
こ
れ
に
は
、
藩
政
史
料
や
御
用
掛
そ
の
人
の
関
係

史
料
な
ど
の
「
発
掘
」
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
地
域
の
問
題
。
人
足
の
徴
発

や
食
材
の
調
達
が
い
か
な
る
地
域
的
な
前
提
の
も
と
に
実
現
し
た
の
か
。
組
、
郡
（
藩

領
）
、
丹
波
国
、
そ
の
他
周
辺
地
域
と
の
関
係
な
ど
紹
介
史
料
を
通
し
て
だ
け
で
も

浮
か
び
上
が
る
問
題
は
数
多
い
。
ま
た
、
伊
能
隊
の
測
量
行
に
則
し
て
い
え
ば
、
こ

う
し
た
地
域
史
料
を
通
し
て
忠
敬
の
日
記
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
事
実
な
ど
が
判
明

す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
今
後
に
期
し
た
い
。

①
大
谷
亮
吉
『
伊
能
忠
敬
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
）
。

②
本
解
題
は
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
と
り
わ
け
最
近
刊
行

さ
れ
た
渡
邊
一
郎
『
伊
能
測
量
隊
ま
か
り
通
る
』
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
一
九
九
七
年
）
、
伊

能
忠
敬
研
究
会
編
『
忠
敬
と
伊
能
図
』
（
ア
ワ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
一
九
九
八
年
）
、
東

京
地
学
協
会
編
『
伊
能
図
に
学
ぶ
』
（
朝
倉
書
店
、
一
九
九
八
年
）
の
書
々
に
は
多
く

を
学
ん
だ
。

壽
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③
以
下
第
八
次
測
量
行
に
つ
い
て
は
、
『
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
』
（
以
下
『
測
量
日
記
』
）

に
よ
る
。
『
測
量
日
記
』
の
翻
刻
は
こ
れ
ま
で
に
も
部
分
的
に
な
さ
れ
て
い
た
が
、
一

九
九
八
年
に
佐
久
間
達
夫
氏
に
よ
っ
て
、
二
八
冊
本
（
伊
能
忠
敬
の
日
記
は
測
量
行
の

過
程
で
綴
ら
れ
た
五
一
冊
本
と
そ
の
清
書
本
た
る
二
八
冊
本
の
二
種
が
あ
り
、
佐
久
間

氏
は
後
者
を
底
本
と
さ
れ
て
い
る
）
の
翻
刻
が
公
刊
さ
れ
た
（
大
空
社
、
全
六
巻
・
別

巻
二
。
こ
れ
に
よ
り
『
測
量
日
記
』
の
全
容
に
、
比
較
的
容
易
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
本
稿
で
も
大
い
に
こ
の
恩
恵
を
蒙
っ
た
。

④
地
元
研
究
者
の
横
川
淳
一
郎
氏
は
長
年
、
丹
波
国
氷
上
郡
と
多
紀
郡
に
お
け
る
伊
能

隊
の
足
跡
を
、
精
力
的
な
実
地
踏
査
と
在
地
の
も
の
も
含
め
た
積
極
的
な
史
料
調
査
に

基
づ
き
考
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
『
丹
波
史
』
誌
上
に
「
伊
能
忠
敬
の
歩
い
た

道
」
一
’
三
（
一
三
’
一
五
号
、
一
九
九
三
’
五
年
）
、
「
伊
能
忠
敬
と
多
紀
郡
」
一
・

二
（
一
六
・
一
七
号
、
一
九
九
六
・
七
年
、
連
載
中
）
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
と

り
わ
け
後
者
は
既
発
表
分
の
本
史
料
紹
介
を
早
速
取
り
入
れ
た
成
果
で
あ
り
、
本
稿
執

筆
の
上
で
も
参
考
に
な
っ
た
部
分
が
多
か
っ
た
。

⑤
『
測
量
日
記
』
文
化
二
年
二
月
三
日
条
に
「
明
石
権
太
夫
」
と
し
て
登
場
す
る
が
、

こ
れ
は
誤
り
で
明
山
姓
が
正
し
い
。
ち
な
み
に
西
紀
町
上
板
井
地
区
に
は
明
山
姓
の
家

が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。

⑥
『
測
量
日
記
』
文
化
二
年
正
月
二
四
日
条
。

⑦
国
領
か
ら
瓶
割
峠
ま
で
は
二
月
朔
日
に
国
領
側
よ
り
測
量
し
て
い
る
（
『
測
量
日
記
』

文
化
二
年
二
月
朔
日
条
）
。

⑧
大
谷
亮
吉
前
掲
書
、
七
六
二
頁
。

⑨
一
八
三
四
年
（
天
保
五
）
に
お
け
る
多
紀
郡
の
「
表
高
」
は
五
万
二
千
二
百
五
十
石

余
で
あ
る
（
『
天
保
郷
帳
』
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
五
五
）
。

⑩
服
部
又
三
郎
は
、
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
華
腰
（
続
群
書
類
従
完
成
会
刊
）
第
二
十
、

平
忠
正
流
服
部
氏
の
項
に
見
え
る
服
部
又
三
郎
義
英
の
こ
と
か
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一

七
八
四
年
（
天
明
四
）
に
勘
定
と
な
り
、
一
七
八
八
年
の
将
軍
代
替
り
諸
国
巡
見
使
に

加
わ
り
東
海
道
筋
へ
赴
き
川
々
の
普
請
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
本
史
料
の
時

（
一
七
九
六
年
）
の
巡
見
に
つ
い
て
は
、
『
寛
政
譜
』
の
対
象
時
期
よ
り
後
の
た
め
か
記

載
が
な
い
。
一
方
、
岩
浅
三
五
太
夫
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時

か
ら
四
三
年
後
の
一
八
三
九
年
（
天
保
一
○
）
版
行
と
推
定
さ
れ
る
『
会
計
便
覧
』
（
村

上
直
・
馬
場
憲
一
編
『
江
戸
幕
府
勘
定
所
史
料
１
人
云
計
便
覧
１
Ｊ
所
収
）
の
「
町
会
所
」

（
町
会
所
掛
）
の
項
に
岩
浅
三
五
太
夫
と
い
う
名
が
見
え
る
。
時
期
が
離
れ
て
い
る
の

で
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
や
は
り
勘
定
所
役
人
と
し
て
登
場
す
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。

⑪
『
測
量
日
記
』
文
化
八
年
三
月
五
日
条
。

表伊能隊関係史料（時系列順）

七
八

番号 表 題 掲載回

1 測量御用につき大庄屋廻状[1811年12月25日〕 第1回

4 測量御用手控帳 〔1814年正月26日〕 第1回

3 測量御用控害〔同年正月下旬（一部2月2日)〕 第1回

2
測量方御休泊用・御案内手続覚書

〔同年2月朔日〕
第1回

5 測量方御用日記 〔同年2月3～5日〕 第3回

10 「測量方御用掛より廻文」 〔同年2月14日〕 第3回

12－1
江戸服部又三郎様・岩浅三五太夫様御止宿諸
入用帳〔同年2月14日 （原典は1796年12月)〕

第3回

12－2
測量方御役人様御昼認メ諸入用帳

〔同年2月14日(原典は1811年12月)〕
第3回

7 測量方入用附出し下帳 〔同年2月21日〕 第2回

8
測量方人足諸取替附留メ帳

〔同年2月21日以降〕
第2回

6
測量御役人様諸入用附出シ帳

〔同年2月24日頃〕
第2回

l1 測量御役人様御休泊諸入用書上帳〔同年3月〕 第3回

9－1 測量御通行入用勘定帳 〔同年6月(20日頃)〕 第2回

9－2
測量につき立会勘定諸入用帳

〔同年6月20日(～7月)〕
第2回




